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1. 1. はじめにはじめに

　北海道北見市相内付近には相内層と呼ばれる海成中新

統が分布している．本層はデスモスチルス類の臼歯化石

に加え（Uozumi et al., 1966），道東では上佐呂間地域の知

来層（Hasimoto and Kanno, 1958）や阿寒地域の殿来層

（水野ほか，1963, 1969; 鈴木ほか , 1999），厚内・上茶路

地域の厚内層（水野ほか , 1969）とともに数少ない中〜後

期中新世の浅海砂礫底貝類化石群（Pectinid 群集 : Kotaka, 

1958）の産出層であり（Uozumi et al., 1966; 成田・近江 , 

1975)，東北日本の新生代古生物地理や古環境を解明する

上で重要な位置を占めている．しかしながら，Uozumi et 
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要旨要旨

　　北海道北見地域の中新統相内層から産する化石貝類を分類学的に再検討し，腹足綱北海道北見地域の中新統相内層から産する化石貝類を分類学的に再検討し，腹足綱 44属属 44 種，二枚貝綱種，二枚貝綱 1616属属1818 種を種を

同定した．貝類化石群は同定した．貝類化石群は AnadaraAnadara 群集と群集とChlamys-MizuhopectenChlamys-Mizuhopecten 群集から構成される．これらはいずれも現地性〜準現群集から構成される．これらはいずれも現地性〜準現

地性の群集で，前者は上部浅海帯の泥底環境，後者は上部浅海帯の砂礫底の環境を指示する．地性の群集で，前者は上部浅海帯の泥底環境，後者は上部浅海帯の砂礫底の環境を指示する．Chlamys Chlamys ((ChlamysChlamys) ) 

hanzawae, Chlamys hanzawae, Chlamys ((LeochlamysLeochlamys) ) ingeniosa, Profulvia kipenensis, Mizuhopecten kitamiensisingeniosa, Profulvia kipenensis, Mizuhopecten kitamiensis の共産から，相内層の地質の共産から，相内層の地質

時代は中期中新世前期（約時代は中期中新世前期（約 1616 〜〜14 Ma14 Ma）に限定され，この年代は本層からの）に限定され，この年代は本層からのDesmostylusDesmostylus の臼歯の産出とも矛盾しない．の臼歯の産出とも矛盾しない．

また，本層の貝類化石群は同時代の本州およびサハリンまた，本層の貝類化石群は同時代の本州およびサハリン --カムチャッカ半島の貝類化石群との共通するいくつかの種をカムチャッカ半島の貝類化石群との共通するいくつかの種を

含むが，属・種レベルでの相違も認められる．これらのことは，中期中新世の北西太平洋における海水温の緯度勾配を含むが，属・種レベルでの相違も認められる．これらのことは，中期中新世の北西太平洋における海水温の緯度勾配を

反映している可能性が示唆される．本層から産出した二枚貝綱の反映している可能性が示唆される．本層から産出した二枚貝綱の11新種（新種（Cyclopecten ohashii Cyclopecten ohashii Matsubara, sp. nov. Matsubara, sp. nov. オオオオ

ハシナデシコハシナデシコ , , 和名新称和名新称 ))を含む全種について分類学的な記載・考察を行った．を含む全種について分類学的な記載・考察を行った．

al. (1966) 以降，分類学的な研究は行われておらず，また，

1990 年代以降の無加川の河川改修工事等により，その代

表的な化石産地は失われ，現在ではわずかに1産地が残

されるのみとなっている．

　これらのことを踏まえ，本研究では，北網圏北見文化セ

ンター，北海道教育大学釧路校および北海道大学総合博

物館所蔵の相内層産の化石貝類標本に基づき分類学的な

再検討を行い，地質時代および古生物地理学的特性につ

いて議論する．また，本層から産出した貝類全種について

分類学的記載・図示を行う．
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2. 2. 地質概説地質概説

　相内層（沢村・秦 , 1965）は北海道東部北見市中西部に

分布する主に凝灰質砂岩からなる海成中新統で，基盤岩

類の白亜紀付加体二頃層群とは不整合または断層で接し，

一部では上部始新統〜下部漸新統“栄森層” [=若松沢層: 

石田・沢村 , 1968 提唱；植村・棚井 , 1981再定義 ]または

陸別層を不整合に被覆する（沢村・秦 , 1965; 石田・沢村 , 

1968）．また，沢村・秦（1965）は本層の一部が置戸安山

岩の著しい凹凸を示す侵食面上にのるとした．しかしな

がら，置戸安山岩は 9 〜 5 Ma の時階に対比されており（広

瀬 , 1999），のちに述べる本層の貝類化石年代とは矛盾す

る．

　本層は更新世軽石流堆積物や段丘堆積物に広く覆われ，

地表での露出は断片的である．しかしながら，試錐や物理

探査の結果から，北見市中西部の地下に広く伏在してお

り，その層厚は最大 30 m に達すると推定されている（沢

村・秦 , 1965; 石田・沢村 , 1968; 小原ほか , 1975）．

　本層下部の礫岩〜礫質砂岩からはさまざまな化石を多

産することが知られてきた．Uozumi et al. (1966) は海棲

哺乳類 Desmostylus cf. minor Nagao デスモスチルス・ミ

ノールに比較される種の臼歯とともに，2 属 2 種の腹足

類，1新種（Mizuhopecten kitamiensis Uozumi, Fujié and 

Matsui, 1966 キタミホタテ）を含む 8属 9 種の二枚貝類，

2属 2 種の腕足類，および，1属 1種のフジツボ類を報告

し，これらを相内動物群（Ainonai fauna)と呼んだ．彼ら

は相内動物群が，前〜中期中新世の滝の上動物群よりも

新しく，中〜後期中新世の峠下動物群よりも古いと考えた．

また，成田・近江 (1975) は Uozumi et al. (1966) によ

るD. cf. minor デスモスチルス・ミノールに比較される

種の臼歯を再図示するとともに，本層産の 6 種の貝類と

板鰓類魚類 Isurus sp. アオザメ属の一種の歯を図示した．

　鈴木 (2000)は北海道の中新統を I〜V 期の 5つの時階

に区分し，相内層を第 IV 期（15〜13 Ma）の厚内動物群

（藤江・魚住 , 1957）に対比した．

　その後，鈴木（2003）はオホーツク海沿岸地域の古第

三系上部〜第四系を I〜V 期の 5つの時階に区分し，本層

産貝類化石群を III 期（14〜10Ma: 中期中新世後期〜後

期中新世前期）の下部峠下動物群（Amano, 1983, 1986)に

　　Fig. 1Fig. 1. Location of the study area (A) and fossil localities (B). Geographic map modified from GSI Maps published by . Location of the study area (A) and fossil localities (B). Geographic map modified from GSI Maps published by 

                          　　 the Geospatial Information Authority of Japan on the web (https://maps.gsi.go.jp/). the Geospatial Information Authority of Japan on the web (https://maps.gsi.go.jp/).
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含めている．

3. 3. 資料と方法資料と方法

3-1. 資料と機関略称3-1. 資料と機関略称

　本研究では，成田・近江 (1975)の図示標本を含む北網圏

北見文化センターの所蔵標本および北海道教育大学釧路

校の卒業研究（大橋 , 2018MS）において大橋崇人氏が採

取した同校地学研究室の所蔵標本を検討した．このほか，

北海道総合研究博物館所蔵のM. kitamiensis キタミホタ

テのタイプ標本も合わせて検討した．

　化石標本の産地は以下の 3産地である（Fig. 1）：

　Loc. 1: 北海道北見市相内町の相内橋下の無加川川岸

（43 4̊7'33.4"N, 143 4̊4'22.3"E)．本産地は Uozumi et al. 

(1966) による化石産地および近江・成田（1975）の

Loc. 2と同じであるが，現在では護岸により失われてい

る．尚，沢村・秦（1965）による岩相記載と現存する化石

標本の母岩から，本産地の相内層の岩相は細礫質粗粒〜

極粗粒砂岩であると推定される．

　Loc. 2a: Loc. 1より約 300m下流の無加川左岸 

(43 4̊7'35.5"N, 143 4̊4'33.2"E)．相内層下部の青灰色砂質

シルト岩．尚，本産地は 2017年10月の河川改修工事に

より失われている．

　Loc. 2b: Loc. 2a より約 20m下流の無加川左岸 

(43 4̊7'34.5"N; 143 4̊4'34.7"E)．青灰色砂質シルト岩を侵

食面を伴って被覆する中角礫岩とそれを整合に被覆し，

斜交層理を呈する貝殻質細〜中礫岩または細〜中礫質粗

粒〜極粗粒砂岩 (層厚 5m 以上 )からなる．層準は Loc. 1

と同じであると推定される．尚，本産地は現存している．

　また，本研究で用いる機関略称は以下のとおりである：

CNIGRM: Tsentralniy nauchno-issledovatelskiy geologi-

razvedochniy musey imeni akademika F. N. Cherinsheva, 

St. Petersburg.

HUEK: 北海道教育大学釧路校地学研究室，釧路．

IGPS: 東北大学総合学術博物館，仙台 .

KRMSHA: 北見市北網圏北見文化センター，北見．

MNHN: Muséum national d’Histoire naturelle, Paris.

UHR: 北海道大学総合研究博物館，札幌．

UMUT: 東京大学総合研究博物館，東京．

3-2. 分類3-2. 分類

　軟体動物門の属よりも高次の分類大系については基本

的 に World Register of Marine Species (WoRMS) - 

Mollusca (WoRMS, 2022)に，また，命名法については国

際動物命名規約第 4 版（ICZN, 1999）に従った．

3-3. 地質年代尺度3-3. 地質年代尺度

　本研究で用いる浮遊性微化石層序および地質年代尺度

は以下のとおりである：

珪 藻化 石層序：Akiba (1986), Yanagisawa and Akiba 

(1998) および Watanabe and Yanagisawa (2005).

浮遊性有孔虫化石層序：Blow (1969).

石灰質ナノ化石層序：Okada and Bukry (1980)．

　各生層序の基準面については，Hilgen et al. (2012)の磁

気極性層序に基づき調整した柳沢・安藤（2020）の年代

値を採用した．

3-4. 標本撮影と図版の作成3-4. 標本撮影と図版の作成

　北網圏北見文化センター（KRMSHA）所蔵標本のうち，

Uozumi et al. (1966) および近江・成田 (1975)の図示標本

については展示資料が含まれることを考慮し，撮影前の

標本表面の下処理は行わなかった．また，同センター所蔵

の追加標本のシリコンビニルキャスト，北海道教育大学

釧路校地学研究室（HUEK) 所蔵の標本とシリコンビニル

キャスト，および，北海道大学総合博物館（UHR）所蔵

のタイプ標本のプラスチックキャストの石膏レプリカに

ついては撮影前にグラファイトパウダーによるブラック

ニング後，金属マグネシウム法によるホワイトニング処

理（松原 , 2003）を行った．

　標本はデジタルミラーレスカメラOLYMPUS Pen E-

P5にズームレンズ（OLYMPUS M.ZUIKO DIGITAL 14-

42mm） または単焦点マクロレンズ（OLYMPUS 

M.ZUIKO DIGITAL ED 60mm）を装着し，コピースタ

ンドに固定の上，LEDライトの照明を用いて撮影した．

　保存したデジタル画像は Adobe Photoshop CS6を用い

て調整・トリミングを行い，図版およびデータベース用の

画像データを作成した．

3-5. 標本データの公開3-5. 標本データの公開

　本研究で用いた化石標本のデータは日本古生物標本横

断データベース（http://jpaleodb.org）で公開される予定

である．
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4. 4. 貝類化石群貝類化石群

　分類学的検討の結果，腹足綱 4属 4 種，二枚貝綱 16属

18 種（未定種を含む）を同定できた（Table 1, Plates 1–

5)．これらのうち，二枚貝綱の1種 Cyclopecten ohashii 

Matsubara, sp. nov. オオハシナデシコ ( 和名新称 )は新種

である．

　本層の貝類化石群には特徴種と産出頻度に基づき，以

下の 2つの群集が識別される．

4.2.1. Anadara 群集群集 (Loc. 2a)

　Anadara （Anadara) sp. リュウキュウサルボウ亜属の

一種の多産により特徴づけられる貝類化石群集で，Loc. 

2a の相内層下部の生物擾乱の発達する青灰色砂質シルト

岩から産する．随伴種としては Homalopoma cf. sitkana 

(Broderip) クロタマキビに比較される種および Macoma 

(Macoma) cf. incongrua (v. Martens) ヒメシラトリに比

較される種の 2 種がわずかに確認できるのみである．A. 

（A.) sp. リュウキュウサルボウ亜属の一種の標本は青灰

色泥質細粒砂岩中に基質支持でランダムな方向を示して

含まれており，合弁個体，両殻の咬合面がわずかにずれた

離弁個体，および，完全に左殻と右殻が分離した離弁個体

が認められる．また，M. (M.) cf. incongrua ヒメシラトリ

に比較される種は合弁である．これらの産状から，本群集

は現地性〜準現地性の群集であり，属構成および母岩か

ら，上部浅海帯上部の泥底の環境を示すと考えられる．

4.2.2. Chlamys-Mizuhopecten 群集群集 (Locs. 1, 2b)

　相内層下部の青灰色泥質細粒砂岩を覆う礫質砂岩

（Locs. 1, 2b）から産し，Chlamys spp. カミオニシキ

属の複数種（Ch. (Ch.) hanzawae Masuda ハンザワニ

シキ, Ch. (Ch.) cf. cosibensis コシバニシキに比較される

種 , Ch. (Leochlamys) ingeniosa (Yokoyama) イワヤニシ

キ ), およびMizuhopecten kitamiensis Uozumi, Fujié and 

Matsui キタミホタテの共産により特徴づけられる貝類

Species name 　種名 Japanese Name 　和名 Loc. 1 Loc. 2a Loc. 2b
Gastropoda 腹足綱

  Littorina cf. sitkana Philippi, 1846 　クロタマキビに比較される種 R
  Calyptraea cf. yokoyamai Kuroda , 1929 　カリバガサに比較される種 R
  Neptunea sp. 　エゾボラ属の一種 R
  Boreoscala aff. yabei (Nomura, 1937) 　ヤベイトカケに近縁の種 R
Bivalvia 二枚貝綱

  Anadara (Anadara ) sp. 　リュウキュウサルボウ亜属の一種 A
  Septifer sp. 　クジャクガイ属の一種 R
  Modiolus sp. 　ヒバリガイ属の一種 F
  Cyclopecten ohashii Matsubara, sp. nov. 　オオハシナデシコ（新種，和名新称） C
  Chlamys (Chlamys ) hanzawae Masuda, 1959 　ハンザワニシキ R F
  Chlamys (Chlamys ) cf. cosibensis (Yokoyama, 1911) 　コシバニシキに比較される種 R R
  Chlamys (Leochlamys ) ingeniosa (Yokoyama, 1929) 　イワヤニシキ C C
  Swiftopecten swiftii (Bernardi, 1868) 　エゾキンチャク F R
  Mizuhopecten kitamiensis Uozumi, Fujié and Matsui, 1966 　キタミホタテ C C
  Anomia  sp. 　ナミマガシワ属の一種 R F
  Cyclocardia (s.l.) sp. 　マルフミガイ属(広義)の一種 F
  Thracia sp. 　スエノモノガイ属の一種 R
  Profulvia kipenensis (Slodkewitsch, 1938) 　キペントリガイ F F
  Serripes cf. groenlandicus (Mohr, 1786) 　ウバトリガイに比較される種 F F
  Macoma (Macoma ) cf. incongrua (v. Martens, 1865) 　ヒメシラトリに比較される種 R
  Nuttallia sp. 　イソシジミ属の一種 R
  Felaniella ? sp. 　ウソシジミ属?の一種 R
  Mactromeris ? sp. 　ナガウバガイ属?の一種 R

Table 1Table 1．．Mollusca from the Ainonai Formation.Mollusca from the Ainonai Formation.

R: Rare, F: Few, C: Common, A: Abundant.R: Rare, F: Few, C: Common, A: Abundant.
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化石群集である．これらの属構成は従来から指摘されて

いたとおり，Kotaka (1958)のPectinid 群集，Chinzei and 

Iwasaki (1967) のPatinopecten [=Mizuhopecten] 群集に

相当する．多くの二枚貝類の個体は離弁であるが，Ch. 

(L.) ingeniosa イワヤニシキ，M. kitamiensis キタミホタ

テ，Profulvia kipenensis (Slodkewitsch) キペントリガイ，

C. ohashii, sp. nov. オオハシナデシコ，Nuttallia sp. イソ

シジミ属の 一種，Serripes cf. groenlandicus (Mohr) 

ウバトリガイに比較される種には合弁個体が認められる．

これらの産状から，本群集も現地性〜準現地性の群集で，

属構成および母岩の特徴から，水通しの良い上部浅海帯

上部の砂礫底の環境を示すと考えられる．

5. 考　察5. 考　察

5.1. 相内層の貝類化石年代5.1. 相内層の貝類化石年代

　 相 内 層 か ら 産 出し た 貝 類 のうち，Chlamys

 (Leochlamys) ingeniosa イ ワ ヤ ニ シ キ，Chlamys 

(Chlamys) hanzawae ハ ン ザ ワ ニ シ キ，Profulvia 

kipenensis キペントリガイ，および，Mizuhopecten 

kitamiensis キタミホタテは本層の年代を推定する上で

重要である．

　Ch. (L.) ingeniosa イワヤニシキは石川県七尾地域の

赤浦層七尾石灰質砂岩部層からの 1 右殻（UMUT 

CM25519; Pl. 2, fig. 12）に基づき記載された (Yokoyama, 1929)．上ほ

か (1981)によると，本部層は石灰質ナノ化石 ( 亜 ) 帯 CN4

上部〜 CN5a下部に対比され，その年代は中期中新世後

期である．また，本種の最も古い化石記録は宮城県仙台地

域の茂庭層からのもので（Hatai et al., 1974; Matsubara et 

al., 2014)，尾田・酒井 (1977)によれば，本層は浮遊性有孔

虫化石層序のN8帯上部〜N9 帯に対比される．一方，本

種の最も新しい確実な産出記録は福島県棚倉地域の久保

田層下部からのもので (Nomura and Hatai, 1936a; 

Matsubara et al., 2014)，その産出層準の年代は複合微化

石層序により，10.3 Ma よりも古いと推定される（Hayashi 

et al., 2002)．したがって，本種の産出範囲は約 16 〜10Ma

の範囲にあると考えられる．

　Ch. (Ch.) hanzawae ハン ザワニシ キは Chlamys 

(Chlamys) cosibensis (Yokoyama, 1911) コシバニシキの

亜種として秋田県東由利地域の中新統須郷田層産の標本

に基づき記載され (Masuda, 1959b)，その後，独立した種

とされた (Matsubara, 1996)．本種は本州および北海道の

前期中新世末〜後期中新世前期の地層から広く知られて

おり (たとえば Masuda, 1959b, 1973; 糸魚川 in 糸魚川

ほか , 1974; Suzuki et al., 1983; Sato, 1991)，珪藻化石層序に

基づけば，その産出下限はCrucidenticula kanayae 帯上

部（NPD3A:16.7–16.6Ma）にあると推定される（柳沢 , 

1999; 芳賀ほか , 1999; 加藤・柳沢 , 2021)．また，本種の

最も新しい化石記録は青森県三戸地域の舌崎層上目時砂

岩部層からのものである (Matsubara, 1996）．この産出層

準は Denticulopsis dimorpha 帯（NPD5D 帯 ) の基底 (10.0 

Ma) よりわずかに上位に位置する（Maruyama, 1984; 

Matsubara, 1996)．以上のデータから，本種は約 16.7〜10 

Ma の産出範囲を有すると考えられる．

　P. kipenensis キペントリガイはカムチャッカ半島北西

部の中新統 Kavranskaya 層 [=Etolonskaya 層 : Kafanov, 

1997]から記載され（Slodkewitsch, 1938a, b)，その後，同

半島西部の Ilynskaya 層および Kakertskaya 層からも報告

された (Devjatilova and Volobueva, 1981; Gladenkov and 

Sinelnikova, 1990)．これらの地層は Koizumi (1977)によ

る珪 藻化 石層序の Denticula lauta 帯 〜 Denticula 

hustedtii-Denticula lauta 帯に対比されている（Dolmatova 

et al., 1984)． こ れらの 化 石 帯 は Akiba (1986) の

Denticulopsis praelauta 帯（NPD3B) 〜 D. dimorpha 帯

（NPD5D)に相当し（Yanagisawa and Akiba, 1998)，その

年代は 16.6 〜 9.3 Ma の範囲にある．したがって，本種の

産出範囲もこの年代幅に含まれると考えられる．

　M. kitamiensis キタミホタテは，従来，相内層の固有種

とされていた（Uozumi et al., 1966)．しかしながら，後述

のとおり，北サハリン南西部の中新統 Sertunaiskaya 層か

らKrishtofovich (1964)において “Pecten (Patinopecten) 

matschiense [sic] Lautenschlager”として記載・図示された

標本には本種が含まれることが明らかとなった．栗田ほ

か (2000) によれば，Sertunaiskaya 層は Matsuoka et al. 

(1987) の渦鞭毛藻化石層序のDiphytes latiusculum 帯に

対比される．本帯の下限は約 20Maで，上限は珪藻化石

層序のDenticulopsis hyalina 帯（NPD4B）の中部（約 14 

Ma）付近にある（小布施・栗田 , 1999; 栗田ほか , 2000)．

したがって，本種の産出範囲は約 14Ma よりも古いと考
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えられる．

　以上の化石貝類の生層序データを統合すると，本層の

年代は中期中新世前期（約 16 〜14Ma）の範囲にあると結

論づけられる．

　尚，すでに述べたように，本層からは “Desmostylus cf. 

minor Nagao”と同定された臼歯化石が報告されている．

日本における本属の最古の記録は福島県常磐地域の五安

層からのもので（佐藤ほか , 1989)，その産出層準の地質

年代は 18.0 〜17.9 Maと見積もられている（柳沢ほか , 

2016）．また，本属の最も新しい化石記録は約 11Maであ

る（八幡・木村 , 2000; 柳沢 , 2012）．したがって，上記の

貝類化石年代は Desmostylus spp.の産出範囲とも矛盾し

ない．

5.2. 相内層産貝類化石群の特性5.2. 相内層産貝類化石群の特性

　前述の通り，相内層の貝類化石群は，下部峠下 - 厚内動

物群（Amano, 1983, 1986）に含められてきた（Amano, 

1986; 鈴木ほか , 1996; 鈴木 , 2003）．本動物群は北海道留

萌地域の峠下層下部および厚内地域の厚内層石井沢砂岩

部層 [=オコッペ沢層石井沢砂岩部層 : 多田・飯島 , 1986]

のほか，樺戸山地の発足層，馬追丘陵の栗山礫岩，北見地

域の相内層，上佐呂間地域の知来層，紋別地域の鴻之舞層，

中頓別地域の中頓別層，歌登地域のタチカラウシナイ層

および志美宇丹層の貝類化石群集によって代表され

（Amano, 1986; 鈴木 , 2003)，その地質年代は 14〜10Ma

と見積もられている（鈴木 , 2003)．また，本動物群は本

州の古期塩原 - 耶麻動物群（小笠原 , 1988）に漸移すると

考えられてきた（Amano, 1986; Ogasawara, 1994)．

　一方，鈴木（2000）は，下部峠下動物群に含められて

きた，より古期（15 〜14Ma）の浅海性貝類化石群を，

暖温帯性の貝殻橋動物群（鈴木 , 2000）と冷温帯性の厚

内動物群に再定義し，相内層の貝類化石群を厚内動物群

と同時代のものとした．今回，新たなデータに基づき再

検討を行った本層の貝類化石年代はこの対比を概ね支持

する．

　相内層産貝類化石群は属・亜属レベルでは，

Mizuhopecten ホタテガイ属 , Chlamys (Chlamys) カミ

オニシキ亜属 , Ch. (Leochlamys) タギダクニシキ亜属，

Swiftopecten エゾキンチャク属 , Anadara (Anadara) リ

ュウキュウサルボウ亜属，Serripes  ウバトリガイ属 , 

Nuttallia イソシジミ属 , Thracia スエモノガイ属，

Boreoscala エゾイトカケガイ属 , Neptunea エゾボラ属

のような，中期中新世〜鮮新世に，本州西部〜カムチャッ

カ半島にかけての北西太平洋で繁栄した中間温帯〜亜寒

帯の要素（Ogasawara, 1994, 1996)から構成される．

　また，種レベルでは大きく4つの要素から構成される．

第 1は本州の “ 岩屋動物群 ”（絈野 , 1964）と共通する要素

で，これにはChlamys (Chlamys) hanzawae ハンザワニ

シキおよび Chlamys (Leochlamys) ingeniosa イワヤニシ

キが含まれる．第 2 は，サハリン中北部の中新統

Sertunaiskaya 層と共 通 する 要 素 で， こ れ に は

Mizuhopecten kitamiensisが該当する．第 3は，カムチャ

ッカ半島西部の中新統 Ilynskaya 層〜Etolonskaya 層と共

通する要素で，これには Profulvia kipenensis キペントリ

ガイが含まれる（Kafanov, 1997）．そして第 4は，中期中

新世には散点的ながらも本州西部〜カムチャッカ半島に

かけて認められる要素で，これには Swiftopecten swiftii 

エゾキンチャクと，相内層からは比較される種のみの産

出であるが，Chlamys (Chlamys) cosibensis コシバニシキ

が 含 ま れ る (Masuda, 1972, 1973; Sinelnikova, 1975;

 Sakanoue, 1987; Ogasawara, 1996）．

　一方，本層の貝類化石群には，本州の暖温帯性の “ 岩屋

動物群 ” や道南の貝殻橋動物群を特徴づける

Nanaochlamys notoensis (Yokoyama) ノトキンチャク，

Kotorapecten kagamianus (Yokoyama) カガミホタテ，

Nipponopecten akihoensis (Saga) ナトリホソスジホタテ

などに加え，より新しい時代の古期塩原 - 耶麻

動 物 群 を 特 徴 づ ける Mizuhopecten paraplebejus 

(Nomura and Hatai) ヒラウネホタテ，Miyagipecten 

matsumoriensis Masuda マ ツ モリツ キヒ，Chlamys 

(Nomurachlamys) kaneharai (Yokoyama) カネハラヒオ

ウギ，Nanaochlamys otutumiensis (Nomura and Hatai) オ

オツツミキンチャクのようなイタヤガイ類を含んでいな

い．また，本層とほぼ同年代と考えられている北海道中頓

別地域の中頓別層（Akiyama, 1962; Masuda, 1962; 小山

内ほか , 1963; 高清水 , 2009)，佐呂間地域の知来層

（Hasimoto and Kanno, 1958)，厚内・上茶路地域の厚内

層（水野ほか , 1969; Honda, 1988)，阿寒地域の殿来層（鈴

木ほか , 1999）の貝類化石群との共通種も，S. swiftii エゾ
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キンチャクなどわずかである．さらに，イタヤガイ類を多

産するカムチャッカ半島西部の中部中新統 Kakertskaya

層および Etolonskaya 層の貝類化石群（Sinelnikova, 1975）

との共通種も，上記の第 4 の要素を除いては認められな

い．

　これらの中新世“Pectinid群集”に見られる相違のうち，

“ 岩屋動物群 ”・貝殻橋動物群および，カムチャッカ半島の

中期中新世貝類化石群との相違は，長谷川（1998, 1999）

による底生有孔虫化石群の検討結果を踏まえれば，当時

の北西太平洋における海水温の緯度勾配を反映している

可能性がある．一方，地理的位置が隣接している道内の中

期中新世貝類化石群との相違については地質時代に加え，

古地理や堆積環境の相違を反映している可能性が推定さ

れるが，その要因については現時点では不明である．今後

は，これらの地層の生層序学的研究および貝類化石群の

分類的再検討を行い，その要因について解明していく必

要がある．

6. 6. 分類学的記載・付記分類学的記載・付記

（松原尚志）

Phyllum Mollusca 軟体動物門

Class Gastropoda 腹足綱

Subclass Caenogastropoda 新生腹足亜綱

Order Littorinimorpha タマキビ形新生腹足目

Superfamily Littorinoidea タマキビ上科

Family Littorinidae タマキビ科

Genus Littorina Férussac, 1822

タマキビ属

Littorina cf. sitkana Philippi, 1846

クロタマキビに比較される種

Pl. 1, fig. 2

　比較 .—

Littorina sitkana Philippi, 1846, p. 140.

　標本 ( 産地 )：HUEK CF-00196 (Loc. 2a).

　付記：1標本の外型のみが得られた．本種は小型のニ

シキウズガイ形の殻，やや膨れた螺層，明瞭で細い成長

線のみで刻まれる殻表，丸い殻口，および，閉じた臍孔

から，現生種のLittorina sitkana Philippi, 1846 クロタマ

キビに比較される．

Superfamily Calyptraeoidea カリバガサ上科

Family Calyptraeidae カリバガサ科

Genus Calytraea Lamarck, 1799 カリバガサ属

Calyptraea cf. yokoyamai Kuroda, 1929

カリバガサに比較される種 

Pl. 1, figs. 3a, b

　比較 .—

Calyptraea mammilaris (Broderip)[sic]: Yokoyama, 1920, p. 75, 

　pl. 4, fig. 5. [mamillaris Broderip][not of Broderip, 1834]

Calyptraea yokoyamai Kuroda, 1929, p. 94.

　標本 ( 産地 )：HUEK CF-00197 (Loc. 2b).

　記載：殻は小型の円形で，やや低い傘型，殻頂はやや尖

る．螺層は約 3層でほぼ平坦．縫合線は不明瞭．殻表は

不明瞭な成長線を除いて平滑．

　付記：殻の内面の特徴は不明であるが，本種は上記の特

徴から更新世〜現生種のCalyptraea yokoyamai Kuroda, 

1929 カリバガサに比較される．

Superfamily Epitonioidea イトカケガイ上科

Family Epitoniidae イトカケガイ科

Genus Boreoscala Kobelt, 1902 in 1902–1903

エゾイトカケ属

Boreoscala aff. yabei (Nomura, 1937)

ヤベイトカケに近縁の種

Pl. 1, fig. 1

　近縁 .—

Epitonium (Boreoscala) yabei Nomura, 1937, 169–170, pl. 23, 

　　figs, 3, 4.

　標本 ( 産地 )：KRMSHA 2-4-AN-26 (Loc. 1).

　記載：殻は高い小塔状で，本属としては中型．螺層は 5

層以上，丸く膨れる．縫合線は細く明瞭．殻表の装飾は広

く間隔の空いた板状の螺肋と8 本の低く丸みを帯びたほ

ぼ等しい螺肋からなる．縦肋は螺層を跨いで連続しない．

殻頂側から 4 番目の螺肋はやや強い．

　付記：殻頂側の螺層および体層が欠損した不完全な外

型のみが得られた．本種は岩手県平泉地域の中新統上黒

沢層から記載されたBoreoscala yabei (Nomura, 1937) ヤ
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ベイトカケに良く似ている．原記載において，後者の螺肋

は 9 〜10 本とされ（Nomura, 1937)，相内層産の標本より

僅かに多い．しかしながら，本種のシンタイプの保存は不

良である上に，これまでトポタイプに基づいた分類学的

再検討は行われていない．このため，相内層産の標本が

Boreoscala yabei ヤベイトカケの変異に含まれる

かどうかについては，今後の検討が必要である．

Order Neogastropoda 新腹足目

Superfamily Buccinoidea エゾバイ上科

Family Buccinidae エゾバイ科

Subfamily Neptuneinae エゾボラ亜科

Genus Neptunea [Röding], 1798 エソボラ属

Neptunea sp.

エゾボラ属の一種

Pl. 1, fig. 5

　標本 ( 産地 )：HUEK CF-00198 (Loc. 2b).

　付記：本種は中型の紡錘形のやや厚い殻およびよく発

達した縫帯により，Neptunea [Röding], 1798 エソボラ

属に含められる．螺肋が不明瞭であること，および，次

体層より殻頂側の螺層が欠損していることから，種レベ

ルでの同定は困難である．

Class Bivalvia 二枚貝綱

Subclass Autolamellibranchiata 固有弁鰓亜綱

Infraclass Pteriomorphia 翼形下綱

Order Arcida フネガイ目

Superfamily Arcoidea フネガイ上科

Family Arcidae フネガイ科

Subfamily Anadarinae リュウキュウサルボウ亜科

Genus Anadara Gray, 1847

リュウキュウサルボウ属

Subgenus Anadara Gray, 1847

リュウキュウサルボウ亜属

Anadara (Anadara) sp.

リュウキュウサルボウ亜属の一種

Pl. 1, figs. 6–11

　標本 ( 産地 )：HUEK CF-00199-1, CF-00199-2, CF-

00199-3, CF-00199-4, CF-00199-5 (Loc. 2a).

　記載：殻は小型の楕円形で不等則，ほぼ等殻でやや厚質，

膨れる．殻頂は前方約 1/3に位置する．殻頂部は低く，

鉸線からわずかに突出する．殻表は29〜31本のやや低い

頂部の平坦な放射肋により刻まれる．放射肋は通常，分岐

せず，幅は肋間とほぼ等しい．稀に殻後方の放射肋が弱く

二分岐することがある．放射肋は成長線と交差し，階段状

となる．後稜は丸みを帯びる．歯板はやや広く，歯は強い．

靭帯面はやや広く，2, 3本の逆 V 字型の溝がある．前閉

殻筋痕は卵形．腹縁は強く刻まれる．

　付記：本種は福島県棚倉地域の上部中新統下部久保田

層から記載された Anadara (Anadara) hataii Noda, 1966 

ハタイサルボウに似ている．A. (A.) hataii ハタイサルボ

ウは Iwasaki (1970)が“Anadara ninohensis (Otuka)” [ニ

ノヘサルボウ ]として Type 1〜 5に分類したとおり，種内

変異に富んでおり，相内層産の種はこれらのうち，Type 

1および 2の幼殻に殻形や放射肋の特徴が類似している．

しかしながら，相内層産標本の最大殻長は 30mm 以下で

未成熟殻と推定されることから，詳しい比較は困難であ

る．

　北海道厚内地域の中新統直別層 [=オコッペ沢層石井沢

砂岩部層 : 多田・飯島 , 1986] から記載された Anadara 

(Anadara) hokkaidoensis Noda, 1966ホッカイドウサルボウ

は，より横長の殻と幅がより広く明瞭に 2分岐する放射肋

により区別できる．

Order Mytilida イガイ目

Superfamily Mytiloidea イガイ上科

Family Mytilidae イガイ科

Subfamily Septiferinae クジャクガイ亜科

Genus Septifer Récluz, 1848 クジャクガイ属

Septifer sp.

クジャクガイ属の一種

Pl. 1, fig. 12

　標本 ( 産地 )：HUEK CF-00200 (Loc. 2b).

　付記：殻頂部付近のみが保存された右殻の外型のみが

得られた．殻頂が前端に位置する楔形の殻および殻表の

低く太い放射肋から Septifer Récluz, 1848 クジャクガイ

属の種であることは確実であるが，殻の外形や内面の特

徴が不明であるため，種レベルでの同定については控える．
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Subfamily Modiolinae ヒバリガイ亜科

Genus Modiolus Lamarck, 1799 ヒバリガイ属

Modiolus sp.

ヒバリガイ属の一種

Pl. 11, figs. 13, 14

　標本 (産地)：HUEK CF-00201-1, CF-00201-2 (Loc. 2b).

　付記：本種は，殻頂が低く著しく前方に位置する不等側

でやや小型のヒバリガイ形（modioliform）の殻から，

Modiolus Lamarck, 1799 ヒバリガイ属に含められる．得

られた個体数が少なく，保存の良好ではないため，種レベ

ルでの同定は困難である．

Order Pectinida イタヤガイ目

Superfamily Pectinoidea イタヤガイ上科

Propeamussiidae ワタゾコツキヒ科

Genus Cyclopectem Verrill, 1897

ウロコハリナデシコ属

Cyclopecten ohashii Matsubara, sp. nov.

オオハシナデシコ（和名新称）

Pl. 1, figs. 15–18

　ホロタイプ：HUEK CF-00202-1.

　タイプ産地：Loc. 2b, 北海道北見市相内町の相内橋よ

り約 300m下流の無加川左岸の露頭（43 4̊7'34.5"N, 

143 4̊4'34.7"E）．相内層，中〜後期中新世最初期．

　パラタイプ ( 産地 )：HUEK CF-00202-2, CF-00202-3, 

CF-00202-4, CF-00202-5 (Loc. 2b).

　表徴：本属としてはやや大型の種；右殻は左殻よりも

わずかに膨れる；右殻の表面装飾は細く規則的で密な共

縁肋からなり，腹縁近くでは放射条線と交叉し，籠の目

状となる；右殻内面は平滑；左殻の表面装飾は約 14 本

の鱗状突起のある放射肋と肋間肋からなる；左殻の内面

は殻表の放射肋と肋間肋に沿ってうねる．

　種小名および和名の由来：タイプ標本を採取した元北

海道教育大学釧路校地学研究室（現下野市石橋中学校）

の大橋崇人氏に由来する．

　記載：殻は本属としてはやや大型（最大殻長 18mm）

の円形，殻頂がわずかに後方に位置するやや不等則，薄

質；前耳は後耳よりも大きい；殻高がわずかに殻頂より長

いかわずかに短く殻高／殻長比 0.95〜1.04; 頂角は 101˚

〜108˚ で，成長とともに大きくなる ; 前背縁は後背縁よ

り長く，わずかに反る．右殻は左殻よりもわずかに膨れ

る；腹縁付近で殻は内側に曲がる；殻表の装飾は細く規則

的で密な共縁肋からなる；腹縁近くでは微細な放射条線

または微細肋が現れ，籠の目状となる；前耳は逆台形で，

非常に細い放射条線で刻まれる；足糸縫帯は平滑で非常

に狭い；足糸湾入は浅く，足糸櫛歯を欠く；後耳は小さい

逆三角形で，後縁はほぼ垂直；蝶番には弱い歯と小さな三

角形の弾帯窩がある; 内面は平滑．左殻の殻表の装飾は細

かい鱗状装飾のあるおよそ14 本の放射肋と肋間肋から

なる；前耳は逆三角形で，やや強い放射肋と非常に細い成

長線で刻まれる；内面は殻表の放射肋および肋間肋に沿っ

てうねる．腹縁は平滑．

　付記：Cyclopecten ohashii Matsubara, sp. nov. オオハ

シナデシコは北太平洋アリューシャン列島沖産の現生種

Cyclopecten davidsoni (Dall, 1897) シロナデシコによく

似ている．しかしながら，殻がより大型であること，後耳

の後縁が垂直であること，および，左殻の前耳の放射肋

がより強いことにより区別される．

　栃木県大戸地域の中部中新統小塙層から記載された

Cyclopecten tochigiensis Kanno, 1961 トチギナデシコも

本種に似ている．しかしながら，この種は殻がずっと小型

で，頂角がより狭く，左殻の装飾が三日月型の突起が連な

った低い列からなっていることにより区別できる．尚，こ

の種の内面の特徴はタイプ標本では不明であったが，

Kurihara (2010)は埼玉県岩殿地域の中部中新統根岸層産

の追加標本に内肋が認められることを明らかとし，属位

をParvamussium Sacco, 1897 オボロツキヒガイ属に変

更した．また，彼は宮城県涌谷地域の中部中新統追戸層か

ら記載された Parvamussium yasudae (Masuda, 1962) ヤ

スダニシキ ( 和名新称 )がこの種の新参異名となる可能性

を指摘している．

　ギリシャのスポラデス諸島沖のエーゲ海から記載され

た現生種，Cyclopecten hoskynsi (Forbes, 1844) ホスキン

スウロコハリナデシコは，左殻の装飾が三日月状の突起

が並んだ粗く太い放射肋からなる点，および，両殻の内面

が平滑である点で区別される．尚，この種について，

Dijkstra et al. (2009)は殻サイズが極域から南方に向かっ

て小型化する地理的変異があるとし，多くのタクサを本
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種の新参異名として扱っている．

　相模湾産の現生種Cyclopecten nakaii Okutani, 1962 ナ

カイニシキは，より小型（殻長約 10 mm）で，左殻がよ

り膨れ，放射肋がより少なく粗いこと，および，両殻の内

面が平滑であることによりC. ohashii sp. nov. オオハシナ

デシコからは容易に区別される．

　分布：相内層のみから知られる．

　

Family Pectinidae イタヤガイ科

Subfamily Pedinae ウミギクガイモドキ亜科

[=Chlamydinae カミオニシキ亜科 ]

Tribe Chlamydini カミオニシキ族

Genus Chlamys [Röding], 1798 カミオニシキ属

Subgenus Chlamys [Röding], 1798 

カミオニシキ亜属

Chlamys (Chlamys) hanzawae Masuda, 1959b

ハンザワニシキ

Pl. 2, figs. 1–3

?Pecten swiftii Bernardi: Yokoyama, 1925c, p. 123, pl. 15, fig. 3.

Pecten (Manupecten) cosibensis Yokoyama: Nomura and Hatai, 

　1936b, p. 163, pl. 18, figs. 5, 39–42. [not of Yokoyama, 1911]

Pecten (Swiftopecten) swiftii Bernardi: Nomura and Hatai, 1937, 

　p. 129, pl. 18, fig. 6. [not of Bernardi, 1858]

?Chlamys (Swiftopecten) swiftii (Bernardi): Makiyama, 1958, pl. 

　33, fig. 3.

Chlamys cosibensis hanzawae Masuda, 1959b, p. 125–126, pl. 13, 

　figs. 10a–15; Kanno, 1961, pl. 6, figs. 4a–5; Uozumi et al., 1966, 

　p. 174–175, pl. 14, fig. 1; Masuda, 1973, p. 113–114; 増田, 

　1973b, pl. N-53, fig. 11; 糸魚川 in 糸魚川ほか , 1974, p. 65, 

　pl. 9, figs. 5a–6b; 尾藤ほか, 1980, pl. 1, figs. 6, 7; 糸魚川ほか, 

　1981a, pl. 5, figs. 8, 9; 糸魚川ほか , 1981b, p. 36–38; 高安・小

　笠原 , 1981, pl. 1, figs. 10, 11; 増田 in 藤山ほか ( 監 ), p. 236, pl. 

　118, fig. 1131; 小笠原 in 藤山ほか ( 監 ), p. 276, pl. 138, figs. 

　1301–1303; Suzuki et al., 1983, pl. 3, fig. 4; 松浦・堀田 , 1986, 

　pl. 2-1, fig. 15; 高安 (監)・小笠原ほか (編), 1986, pl. 5, figs. 1, 

　2, pl. 6, figs. 6, 7, 9; 増田 , 1986, pl. 1, fig. 6; Masuda, 1986, pl. 

　9, figs. 4, 5; みちのく古生物研究会 , 1990, pl. 3, figs. 8, 9; Sato, 

　1991, p. 56–60, pl. 8, figs. 15–25; 松浦 , 1992, pl. 5-6(1), fig. 17, 

　pl. 5-8, fig. 10 [non fig. 11; =Chlamys sp.]; 金子・後藤 , 1997, 

　p. 9, pl. 3, figs. 8, 9; 増田ほか , 2000, pl. 1, figs. 1, 2; 松浦 , 2009, 

　pl. 4-8(1), fig. 12, pl. 4-10, fig. 12 [non fig. 13; =Chlamys sp.]; 

　柏村, 2011, pl. 2, fig. k; Sato et al., 2016, p. 21, pl. 7, fig. 3.

?Decatopecten sp.: Oyama et al., 1960, p. 121, pl. 30, fig. 1.

?Chlamys aff. swiftii (Bernardi): Kanno, 1960, p. 215.

Chlamys (Chlamys) cosibensis hanzawae Masuda: Masuda, 1962, 

　p. 163–164, pl. 18, figs. 27, 28.

Non Chlamys (Chlamys) cosibensis hansawae (Masuda)[sic]: 

　Gladenkov and Sinelnikova, 1990, pl. 3, figs. 4, 8. [hanzawae 

　Masuda][fig. 4=?“Gloripallium” cf. izurense Masuda, 1958; fig. 

　8=Chlamys sp.]

Chlamys (Chlamys) hanzawae Masuda: Matsubara, 1996, p. 18–

　19, pl. 1, figs. 5a–b.

Chlamys hanzawae Masuda: 島口 , 2009, pl. 1, fig. 5.

　ホロタイプ Holotype：IGPS 90648. 須郷田層（秋田県），

前期中新世末〜中期中新世．

　標本 ( 産地 )：KRMSHA 2-4-AN-9 (Loc. 1); HUEK CF-

00203-1, CF-00203-2, CF-00203-3 (Loc. 2b); UHR 13707 

(Uozumi et al., 1966, pl. 14, fig. 1)(Loc. 1).

　付記：相内層産の種はやや大型であるが，卵形でやや膨

れる殻，小型の耳状突起，右殻の 4つの放射状隆起に結

束される細く規則的な放射肋，左殻の 3本の強い放射肋

と規則的で細い放射肋といった特徴が一致することから，

Chlamys (Chlamys) hanzawae Masuda, 1959 ハンザワニ

シキに同定される．

　Chlamys (Chlamys) cosibensis (Yokoyama, 1911) コシ

バニシキは本種に似ているが，より大型で高く，膨らみの

弱い殻，より不規則な放射肋，および，複数の明瞭な共縁

段を有することにより容易に区別できる．

　アラスカのタギダク島の「上部鮮新統」から記載された

Chlamys (Chlamys) trinitiensis MacNeil, 1967 トリニテ

ィーニシキ（和名新称）は，前耳が大きく，また，右殻の

結束状の放射状隆起が 5本，左殻の太い放射肋が 4 本と

多いことにより区別できる．

　北海道瀬棚地域の下部更新統瀬棚層から記載された

Chlamys (Chlamys) pilicaensis Kubota, 1950 ピリカニシ

キも本種に似ているが，殻高が 90 mm に達するはるかに

大型の殻，およびより不規則な左殻の放射肋により区別

できる．
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　分布：相内層，上杵臼層（北海道）；留崎層目時貝殻砂

岩部層，舌崎層上目時砂岩部層（青森県）；須郷田層（秋

田県）；茂庭層，大堤層（宮城県）；黒瀬谷層（富山県）；

小塙層，大金層（栃木県）；? 子ノ神層（埼玉県）；大聖寺

層錦城山砂岩部層，赤浦層七尾石灰質砂岩部層（石川県）；

生俵層名滝礫岩部層（岐阜県）．前期中新世後期〜後期中

新世前期．

Chlamys (Chlamys) cf. cosibensis (Yokoyama, 1911)

コシバニシキに比較される種

Pl. 2, fig. 9

　比較 .—

Pecten cosibensis Yokoyama, 1911, p. 4–5, pl. 1, figs. 3, 4.

　標本 ( 産地 )：KRMSHA 2-4-AN-27 (Loc. 1); HUEK 

CF-00204 (Loc. 2b).

　付記：殻の一部が欠損した 2 右殻が得られた．相内層

産標本は膨らみの弱い卵形の殻，4つの強い畝に結束され

る低く不規則な放射肋と明瞭な共縁状の段により，神奈

川県三浦半島の下部更新統小柴層から記載された

Chlamys (Chlamys) cosibensis (Yokoyama, 1911) コシバ

ニシキに比較される．

Subgenus Leochlamys MacNeil, 1967 

タギダクニシキ亜属（和名新称）

[=Azumapecten Habe, 1977 アズマニシキガイ亜属 ]

Chlamys (Leochlamys) ingeniosa (Yokoyama, 1929)

イワヤニシキ

Pl. 2, figs. 4–8, 10–12

Pecten (Chlamys) hastatus var. ingeniosa [sic] Yokoyama, 1929, p. 

　5, pl. 6, fig. 2. [ingeniosus]

Chlamys farreri ingeniosa (Yokoyama): 黒田 , 1932, 附録 p. 92.

Pecten (Chlamys) kaneharai Yokoyama: Nomura and Hatai, 

　1936a, p. 119, pl. 13, figs. 3, 4. [not of Yokoyama, 1926a]

?Pecten ingeniosa Yokoyama: Hatai and Nakamura, 1940, p. 293–

　294.

Pecten (Chlamys) kaneharai Yokoyama: Hatai, 1941, p. 113. [not 

　of Yokoyama, 1926a]

Chlamys hastata var. ingeniosa (Yokoyama): Hatai and Nisiyama, 

　1952, p. 109.

Chlamys hastata ingeniosa Yokoyama [sic]: Makiyama, 1960, pl. 

　113, fig. 2. [(Yokoyama)]

Chlamys (Chlamys) ingeniosa (Yokoyama): Masuda, 1962, p. 

　170–171, pl. 22, fig. 13.

Chlamys kaneharai (Yokoyama): Uozumi et al., 1966, p. 172–174, 

　pl. 14, figs. 3, 3a; 成田・近江 , 1975, pl. 2, figs. 2, 5. [not of 

　Yokoyama, 1926a]

Chlamys oidensis Hatai, Masuda and Noda, 1974, pl. 4, fig. 2. [non 

　fig. 1; =Chlamys (Leochlamys) arakawai (Nomura, 

　1935)][not of Hatai et al., 1974]; みちのく古生物研究会, 

　1990, pl. 3, fig. 4. [not of Hatai et al., 1974][non fig. 3; 

　=Chlamys (Leochlamys) arakawai (Nomura, 1935)]

Chlamys ingeniosa (Yokoyama): 松浦 , 1992, pl. V-6(1), fig. 18; 

　松浦 , 2009, pl. IV-8(1), figs. 10, 11.

Chlamys (Chlamys) ingeniosa ingeniosa (Yokoyama): Amano, 

　1994, figs. 3.5, 3.8; Kurihara, 2010, p. 38–39, figs. 15E–15H.

Chlamys ingeniosa ingeniosa Yokoyama: 栗原・柳沢 , 2002, p. 425, 

　pl. 2, figs. 6, 8, 9; Nomura and Tazaki, 2007, p. 86, 88, figs. 4.1–

　4.8.

　ホロタイプ Holotype: UMUT CM25519 (pl. 2, fig. 12). 

赤浦層七尾石灰質砂岩部層（石川県），中期中新世後期．

　標本 ( 産地 )：KRMSHA 2-4-AN-6 (成田・近江 , 1975, pl. 

2, fig. 2), 2-4-AN-7 ( 成田・近江 , 1975, pl. 2, fig. 5) , 2-4-

AN-24, 2-4-AN-25 (Loc. 1); HUEK CF-00205-1, CF-

00205-2, CF-00205-3, CF-00205-4 (Loc. 2b); UHR 13704 

(Uozumi et al., 1966, pl. 14, figs. 3, 3a), 13705, 13706 (Loc. 

1).

　付記：相内層産のChlamys [Röding], 1798 カミオニシ

キ属の大型種は栃木県塩原地域の上部中新統鹿股沢層か

ら記載された Chlamys kaneharai (Yokoyama, 1926a) 

[=Chlamys (Nomurachlamys) kaneharai (Yokoyama, 

1926a)] カネハラヒオウギに同定されてきた（Uozumi et 

al., 1966; 成田・近江 , 1975）．しかしながら，右殻・左殻

とも放射肋がやや不規則で数がより多く低く，右殻では

二分岐するか 2 本で対をなし，腹縁内縁が明瞭な鋸歯状

とならないことから，すでに Matsubara in Matsubara et 

al. (2014)により指摘されているとおり，石川県七尾地域

の中部中新統赤浦層七尾石灰質砂岩部層から記載された

Chlamys (Leochlamys) ingeniosa (Yokoyama, 1929) イワ
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ヤニシキに同定される．

　Akiyama (1958) は長野県の鮮新統荻久保層から

Chlamys ingeniosa tanakai タナカニシキを記載し，

Chlamys ingeniosa (Yokoyama, 1929) イワヤニシキから

は，より高い殻とより狭い頂角および，より丸みを帯びた

弾帯窩のある狭い鉸装により区別できるとした．これら

の形態的相違は明瞭であることから，本亜種を独立した

種とする見解もあり（例えば Masuda, 1962; 増田 in 藤

山ほか編 , 1982），本稿でもこの見解を支持する．

　分布：相内層 (北海道 ); 茂庭層，追戸層（宮城県）；久保

田層 ( 福島県 )；小塙層（栃木県）；下手綱層 ( 茨城県 ); 赤浦

層七尾石灰質砂岩部層 ( 石川県 )．中期中新世〜後期中新

世最初期．

Genus Swiftopecten “Hertlein, 1936”

エゾキンチャク属

Swiftopecten swiftii (Bernardi, 1858)

エゾキンチャク

Plate 3, figs. 1–5

Pecten swiftii Bernardi, 1858, p. 90–91, pl. 1, fig. 1, pl. 2, fig. 1; 

　Schrenck, 1867, p. 487–490, pl. 21, figs. 1–3; Küster and Kobelt, 

　1888, p. 142, pl. 40, fig. 3; 吉原 , 1902, p. 26–27, pl. 2, figs. 3a, 

　b; Yokoyama, 1925a, p. 27, pl. 2, fig. 1.

Pecten swiftii Bernard [sic]: 巨智部, 1883, p. 75, pl. 2, fig. 5; 

　Yokoyama, 1926b, p. 303, pl. 37, figs. 5, 6. [Bernardi]

Pecten swiftii Bernardii [sic]: Iwakawa, 1905, p. 69–70. [Bernardi]

Pecten (Lyropecten) swifti [sic] Bernardi: 矢倉 , 1913, p. 56, pl. 56 

　left. [swiftii]

Chlamys swifti Bernardi [sic]: 平瀬 , 1914, pl. 14, fig. 63. [swiftii 

　(Bernardi)]

Liropecten [sic] swiftii (Bernardi): Iwakawa, 1919, p. 260.

　 [Lyropecten]

Pecten (Chlamys) kindlei Dall, 1920, p. 30–31, pl. 6, figs. 2, 7.

Chlamys (Chlamys) swiftii (Bernardi): 黒田 , 1931, 附録 p. 86.

Pecten (Pallium) swiftii Bernardi: Grant and Gale, 1931, p. 171–

　172 (pro parte), pl. 10, figs. 1a–b, 4a–b; Nomura and Hatai, 

　1935, p. 98–99, pl. 9, fig. 8, pl. 10, figs. 3, 4, pl. 11, fig. 8, pl. 13, 

　fig. 3; Slodkewitsh, 1938a, p. 169–171; Slodkewitsh, 1938b, p. 

　108, pl. 22, fig. 2, pl. 23, figs. 1, 1a, 2, 3.

Pecten (Pallium) swiftii f. kindlei Dall: Grant and Gale, 1931, p. 

　174–175, pl. 10, fig. 7.

Chlamys swiftii (Bernardi): 淺野 , 1933, p. 272, fig. 397; 木下・諫

　早 , 1934, p. 14, pl. 10, fig. 74; 大炊御門 , 1935, p. 290–291; 

　Skarlato, 1955, p. 190, pl. 50, fig. 9; 藤井・清水 , 1988, pl. 5, fig. 

　3; Lee et al., 2013, fig. 1; Lutaenko and Noseworthy, 2019, fig. 

　9D.

Chlamys swifti [sic] (Bernardi): 平瀬 , 1934, p. 8, pl. 12, fig. 5; 平

　瀬・瀧 , 1951, pl. 12, fig. 5; 吉良 , 1954, pl. 49, fig. 14; Habe, 

　1955, p. 6–7, pl. 2, fig. 7; 藤江 , 1958, p. 33–34, pl. 27, figs. 29, 

　30; 坂上ほか , 1966, pl. 5, fig. 4; 横平・伊藤 , 1967, fig. 2.5; 横

　平 , 1967, fig. 18; Kaseno and Matsuura, 1965, pl. 6, fig. 23.

　 [swiftii]

Pecten swifti [sic] Bernardi: Khomenko, 1934, p. 31–32, pl. 2, figs. 

　3, 4, pl. 3, figs. 2, 3. [swiftii]

Pecten (Swiftopecten) swiftii Bernardi: Hertlein, 1935, p. 319. 

Pecten (Manupecten) kindlei Dall: MacNeil in MacNeil et al., 

　1943, p. 87, pl. 12, figs. 7, 8.

Chlamys islandica var. swiftii (Bernardi): 窪田 , 1950, p. 15, figs. 

　54, 66, 67 [non fig. 68; =Chlamys (Chlamys) cosibensis 

　(Yokoyama, 1911)].

Chlamys (Chlamys) swifti [sic] (Bernardi): 波部 , 1951, p. 74, fig. 

　150; 藤江 , 1958, p. 33–34, pl. 27, figs. 29, 30. [swiftii]

Chlamys (Decadopecten) swifti Bernardi [sic]: Korobkov, 1954, pl. 

　65, figs. 5, 6. [swiftii (Bernardi)]

Chlamys (Swiftopecten) swiftii Bernardi [sic]: Makiyama, 1957, pl. 

　17, fig. 1. [(Bernardi)]

Chlamys swiftti [sic] (Bernardi): Makiyama, 1958, pl. 49, figs. 5, 6. 

　[swiftii]

Chlamys (Swiftopecten) swifti [sic] (Bernardi): Habe, 1958, p. 

　263, pl. 12, fig. 18; Yamamoto and Habe, 1958, p. 15, pl. 3, fig. 

　4, pl. 5, figs. 4, 7; 吉良 , 1959, p. 124–125, pl. 49, fig. 14; Habe, 

　1960, p. 4, pl. 1, fig. 16, pl. 5, figs. 7, 8; Kira, 1965, p. 140–141, 

　pl. 50, fig. 14; 波部・伊藤 , 1965, p. 123, pl. 41, fig. 3; 柳 , 1976, 

　p. 119, pl. 26, fig. 1; 松浦, 1982, pl. 3-3, fig. 17; 波部・奥谷, 

　1983, p. 184, figs. in p. 93. [swiftii]

Chlamys (Swiftopecten) swiftii (Bernardi): Masuda, 1959a, p. 87–

　91, pl. 9, figs. 1–7; Krishtofovich, 1964, p. 143–145, pl. 20, figs. 

　1, 2; Ichikawa et al., 1967, pl. 1, fig. 3; Hertlein, 1969, p. 
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　N363–N364, fig. C85.1a–b; 波部, 1977, p. 81, pl. 19, fig. 5; 松浦, 

　1985, pl. 35, figs. 7, 8; 山代 , 1986, [pl. 1], fig. 14; 山代 , 1989, 

　pl. 2, fig. 12; Rombouts, 1991, p. 33, pl. 13, fig. 1; 松浦 , 1992, 

　pl. V-13(2), fig. 6, pl. 5-21, figs. 1, 2, pl. 5-22, fig. 16; 山代 

　1995, fig. 12; 閔, 2004, p. 403, figs. 1305-1, 1305-2; Lutaenko,

　 2005, p. 69, pl. 4, figs. I, J; Evseev and Yakovlev, 2006, p. 51; 松

　浦 , 2009, pl. 4-15(2), figs. 1, 2. pl. 4-26(3), figs. 1–3, pl. 4-28, 

　fig. 24; Lutaenko and Noseworthy, 2012, p. 47, pl. 18, figs. E–

　H; Lutaenko and Noseworthy, 2014, fig. 10-E; Lutaenko and 

　Pretsiniek, 2014, pl. 2, figs. O, P; Lutaenko and Volvenko, 2017, 

　pl. 15, figs.-lower.

Chlamys (Decadopecten) swifti [sic] (Bernardi): Skarlato, 1960, p. 

　114–115, pl. 13, figs. 13a–v; Eberzin, 1960, pl. 11, fig. 7. 

　[swiftii]

Swiftopecten swiftii (Bernardi): Masuda, 1960, p. 380, text-fig. 9, 

　pl. 39, figs. 9, 10; Masuda, 1962, p. 196; Sawada, 1962, p. 73, 

　pl. 1, fig. 3, pl. 2, fig. 3, pl. 3, fig. 4; Kanno and Ogawa, 1964, pl. 

　1, fig. 10 [non fig. 11; =Chlamys (Chlamys) cosibensis 

　(Yokoyama, 1911)]; Iwai, 1965, p. 29, pl. 15, figs. 9, 10; 

　Uozumi et al., 1966, p. 175–176, pl. 14, fig. 2; Masuda, 1972, p. 

　399–401, pl. 48, figs. 1–5, pl. 49, figs. 1–5; Zhidkova et al., 1972, 

　p. 109–110, pl. 32, fig. 4, pl. 33, fig. 1, pl. 48, figs. 4a–v; 増田, 

　1973a, pl. 1, figs. 4–6; 増田, 1973b, pl. N-55, figs. 5–8; Hopkins 

　et al., 1974, p. 455, pl. 1, figs. 1, 2; Sinelnikova, 1975, p. 76–78, 

　fig. 25, pl. 12, figs. 2–5g [non fig. 1; =Chlamys (Chlamys) 

　cosibensis (Yokoyama, 1911)] ; 大森 , 1977, p. 69–70, pl. 4, figs. 

　3, 4; Abbott and Dance, 1982, p. 306; 島本 , 1984, pl. 14, fig. 

　14; 高安 ( 監 )・小笠原ほか ( 編 ), 1986, pl. 25, fig. 11, pl. 59, figs. 

　3–5, pl. 60, figs. 2a–b; Masuda, 1986, pl. 7, fig. 7, pl. 8, figs. 1–

　3; Shimamoto and Koike, 1986, pl. 6, fig. 11; Sakanoue, 1987, 

　p. 127–128, pl. 1, fig. 2; 角舘 , 1988, pl. 1, fig. 5; 根本・大原 , 

　1988, p. 17–18, pl. 2, fig. 4; O’Hara and Nemoto, 1988, p. 490, 

　pl. 2, fig. 4; 根本・秋元 , 1990, pl. 9, fig. 6; Akamatsu and Suzuki, 

　1990, pl. 4, fig. 1; Smith, 1991, pl. 1, figs. 14, 15; 赤松 , 1992, pl. 

　2, fig. 12; Noda et al., 1995, p. 55, 57, fig. 5.1; 鈴木ほか , 1999, 

　fig. 7.3; 長森 , 2000, p. 8, pl. 4, fig. 2; 速水 , 2000, p. 901, pl. 448, 

　fig. 18; 天野ほか , 2000, pl. 1, fig. 26; 佐藤ほか , 2002, pl. 1, fig. 

　9; 清水 , 2003, pl. 5. fig. 11; 奥谷 , 2004, p. 292, fig. in p. 293; 

　根本・大原 , 2005, pl. 6, fig. 6; Raines and Poppe, 2006, p. 246–

　247, pl. 195, figs. 1–3, pl. 196, figs. 1–3; Matsubara, 2009, figs. 

　6.2, 6.3; 天野ほか, 2009, fig. 6.11; 西城ほか, 2009, pl. 1, fig. 7; 

　松原ほか , 2010, p. 41, 43, figs. 4.3a–b; Robin, 2011, p. 118, figs. 

　1–3; 天野ほか, 2012, fig. 3.10; 小笠原 , 2013, fig. 2.10; 長森 , 

　2014, p. 12, pl. 3, fig. 4; 島口・奈良 , 2015, pl. 5, fig. 2; 

　Razjigaeva et al., 2015, fig. 3.9; 圓谷ほか , 2016, pl. 2, fig. 4; 金

　子ほか , 2016, fig. 4.4; みちのく古生物研究会 , 2016, p. 17, pl. 

　2, figs. 3a–b; 速水 , 2017, p. 1192, pl. 492, fig. 2; Yoshimura, 

　2017, figs. 5.1a–5.3f; Yoshimura et al., 2019, figs. 1A–N, 2.

Chlamys (s.s.) swifti [sic] (Bernardi): 瀧 , 1960, p. 78, pl. 39, fig. 9. 

　[swiftii]

Chlamys (Chlamys) swifti Bernardi [sic]: 鹿間 , 1964, p. 49, pl. 27, 

　fig. 3. [swiftii (Bernardi)]

Chlamys (Swiftopecten) donmilleri MacNeil, 1967, p. 12, pl. 3, figs. 

　1, 4, 6.

Non Chlamys (Swiftopecten) cf. donmilleri MacNeil: MacNeil, 

　1967, p. 13, pl. 3, fig. 3. [=Chlamys (Chlamys) cosibensis 

　(Yokoyama, 1911)]

Chlamys (Swiftopecten) swifti kindlei (Dall): MacNeil, 1967, p. 13, 

　pl. 3, figs. 5, 7–9.

Chlamys (Decadopecten) swiftii (Bernardi): Zhidkova et al., 1968,

　 p. 85, pl. 23, figs. 6, 7.

Swiftopecten donmilleri (MacNeil): Kanno, 1971, p. 49, pl. 1, figs. 

　25, 26.

Swiftopecten swiftii kindlei (Dall): Zhidkova et al., 1972, pl. 26, fig. 

　3; Sinelnikova, 1975, p. 78, pl. 10, fig. 3, pl. 12, figs. 6a–v, pl. 13, 

　fig. 6.

Chlamys cosidensis [sic] (Yokoyama): 成田・近江 , 1975, pl. 2, fig. 

　4. [cosibensis][not of Yokoyama, 1911]

Chlamys (Swftopecten) [sic] swiftii (Bernardi): Matsuura, 1977, 

　pl. 3, figs. 5, 6. [(Swiftopecten)]

Chlamys cosibensis (Yokoyama): 根本・大原 , 1979, pl. 2, fig. 12. 

　[not of Yokoyama, 1911]

Swiftopecten swifti [sic] (Bernardi): Skarlato, 1981, p. 267–268, 

　fig. 189; 渡部 , 1982, pl. 1, figs. 1, 2; 赤松 , 1984, p. 13, pl. 2, fig.

　 9; 赤松・松下, 1984, pl. 1, fig. 12; 小林, 1987, pl. 2, fig. 5; 

　Waller, 1991, pl. 2, figs. 9, 10; 赤松・鈴木 , 1992, pl. 5, fig. 7; 

　Gladenkov et al., 1999, pl. 12, fig. 1; Yavnov and Pozdnyakov, 

　2000, p. 9–10; 成田層研究会 , 2004, pl. 3, fig. 6; Huber, 2010, 
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　fig. in p. 206; Nevesskaja et al., 2013, figs. 77.4a, 77.4b; . 

　[swiftii]

Non Chlamys (Swiftopecten) swiftii (Bernardi): 伊藤 , 1989, pl. 20,

　 fig. 4. [=Decatopecten plica (Linnaeus, 1758)]

Swiftopecten swiftii Bernardi [sic]: 藤井・清水 , 1992, pl. 1, fig. 10. 

　[(Bernardi)]

Swiftopecten swifti Bernardi [sic]. 樋口 2006, 二枚貝 -pl. 14. 

　[swiftii (Bernardi)]

?Swiftopecten swiftii (Bernardi): 増田ほか, 2006, pl. 3, fig. 4.

Swiftopecten (Swiftopecten) swiftii (Bernardi): 北海道大学北方

　圏貝類研究会, 2009, p. 41, pl. 12, fig. 8; 野別・山崎, 2011, p. 

　27, fig. 2-q; 山崎 , 2011, p. 58, fig. 7 in p. 53; 柏尾ほか , 2012, 

　p. 47, pl. 15, fig. 9l; 山崎ほか , 2015, fig. 4.D.

Non Chlamys (Swiftopecten) swiftii (Bernardi): Kosaka, 2016, fig. 

　21.2(D). [=Mimachlamys nobilis (Reeve, 1852 in 1852–

　1853)].

Swiftopecten djoserus Yoshimura, 2017, p. 296, 298, figs. 4.1a–e, 

　4.2a–f, 4.3a–c [non figs. 4.4a–b, 4.5a–b; =Chlamys (Chlamys) 

　cosibensis (Yokoyama, 1911)]

　シンタイプ Syntypes: MNHN IM-2000-24391 

(Bernardi, 1858, pl. 1, fig. 1, pl. 2, fig. 1)．[ロシア連邦ハバ

ロフスク地方 ]タタール [ 間宮 ] 海峡内のニコラス湾産 

(Bernardi, 1858)，現生．

　標本：KRMSHA 2-4-AN-4 (成田・近江 , 1975, pl. 2, fig. 

4), KRMSHA 2-4-AN-18 (Uozumi et al., 1966, pl. 14, fig.

2）; HUEK CF-00206; UHR 13708 (KRMSHA 2-4-AN-4

のモデリングコンパウンドキャスト）．

　付記：本種の種小名を “swifti”としている文献が多 あ々

るが，国際動物命名規約条 31.1.1, 31.1.2に則り，“swiftii”

が正しい原綴りである．

　カリフォルニアの鮮新統 San Diego 層から記載された

Swiftopecten parmeleei (Dall, 1898a) パームリーキンチ

ャク（和名新称）は，より小型で，頂角がより大きい丸

みを帯びた殻と，より太く少ない放射肋上・肋間の細肋

を有することにより区別される (Masuda, 1972)．

　アラスカの “ 鮮新統 ” [中部更新統 : Masuda, 1972]から

記載された Pecten (Chlamys) kindlei Dall, 1920 は殻高が

90mmを超える大型の殻と共縁段の発達が弱いこと，お

よび，後耳の形が異なることから本種から区別されたが，

Masuda (1972)が考えたとおり，本種の地理的変異である

と考えられる．

　Yoshimura (2017)は新潟県の“鮮新統 ” [下部更新統 : 

大久保 , 1999] 頭川層上部から1 新種 Swiftopecten 

djoserus ズカワキンチャクを記載した．彼はホロタイプ

（1 左殻），パラタイプ（1 右殻）およびタイプシリーズ

に含まれない1右殻と2 左殻を図示し，これらを含む11

左殻と4 右殻に基づき統計学的手法による解析を行った．

その結果，殻の大きさ，殻高に対する共縁段の長さ，頂角

および左殻の殻表の放射条線の数に有意な差があるとし

て，Swiftopecten swiftii エゾキンチャクから区別した．し

かしながら，彼の図示標本のうち，1 左殻（Yoshimura, 

2017, fig. 4.4a-4.4b: UMUT RM32343) と 1 右 殻

（Yoshimura, 2017, fig. 4.5a-4.5b: UMUT RM32348)は明

らかにChlamys (Chlamys) cosibensis (Yokoyama, 1911) 

コシバニシキに同定される．日本産の Ch. (Ch.) 

cosibensis コシバニシキは S. swiftii エゾキンチャクより

も小型で，頂角が大きいことから，これらの誤同定が，解

析結果に影響を及ぼしている可能性が高い．また，頭川層

において “ 本種 ”は S. swiftii エゾキンチャクと共産してい

る（Yoshimura, 2017)．

　一方，Swiftopecten swiftiiと“S. djoserus”と同様の本属

における弱段型と強段型の個体の共産はカリフォルニア

の鮮新統においても知られており，左殻の膨らみが強い

強 段 型 の 個 体 に 対して Arnold (1906) は Pecten 

(Chlamys)wattsiを提唱した．しかしながら，P. (C.) wattsi

は今日では S. parmeleei パームリーキンチャクの種内変

異であると考えられている（Woodring et al., 1941; 

Woodring and Bramlette, 1950; Moore, 1984)．

　さらに，筆者の手元にある中国山東省青島 (Qingdao)

沖の黄海産とされる S. swiftii エゾキンチャクの現生標本

にはS. djoserusに類似した強段型の個体（Pl. 4, figs. 2a–c)

や，屈曲のみで段を形成しない左殻を有する個体が含

まれている．

　以上のことから，S. djoserus は独立した種ではなく，S. 

swiftii エゾキンチャクの不連続変異の一つであると結論

づけられる．

　尚，最近，Yoshimura et al. (2019)は，現生の S. swiftii

エゾキンチャクの個体群に性的二形を認め，雌の方が雄
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よりも殻高に対する殻の膨らみや共縁段が強くなること

を示した．しかしながら，化石個体群に見られる殻の膨ら

みや共縁段の強弱との対応については議論されておらず，

今後の比較・検討が待たれる．

　分布：前〜中期中新世 .—Etolonskaya 層（ロシア連邦カ

ムチャッカ地方），滝の上層，殿来層，相内層（北海道），

神西層（島根県）．後期中新世 .—大堤層，金ヶ瀬層内親凝

灰岩質砂岩部層（宮城県），都万層（島根県），Yakataga 層

（アメリカ合衆国アラスカ州）．鮮新〜更新世 .—“Wildcat”

層（アメリカ合衆国カリフォルニア州）；ノーム近郊の未

命名鮮新 -更新統 , スワード半島西部の未命名下部更新統

（アメリカ合衆国アラスカ州）；Pomirskaya 層（ロシア連

邦サハリン州），Golovinskaya 層（国後島），Parusnaya 層

（択捉島），釧路層，達古武層，大楽毛層，獅子内層，下

野幌層，裏の沢層，瀬棚層，富川層（北海道）；大釈迦層，

浜田層，湯ノ小川層（青森県）；鮪川層，安田層，潟西層，

釜谷地層，天徳寺層，笹岡層（秋田県）；富岡層（福島県）；

日立層（茨城県）；沢根層，頭川層，四十日層，鍬江層（新

潟県）；大桑層（石川県・富山県）；杉野屋層（石川県）；

荻久保層（長野県）．現生 .—ロシア連邦ハバロフスク地方

〜朝鮮半島西部にかけての日本海北部〜南西部沿岸，南

樺太西岸〜兵庫県但馬沿岸にかけての日本海北東部〜南

部沿岸，南樺太多来加湾以南のオホーツク海沿岸，千島列

島南部〜福島県にかけての太平洋沿岸．?カムチャッカ半

島（Eberzin, 1960).

Tribe Fortipectinini タカハシホタテ族

Genus Mizuhopecten Masuda, 1963 ホタテガイ属

Mizuhopecten kitamiensis Uozumi, 

Fujié and Matsui, 1966

キタミホタテ（和名新称）

Pl. 3, fig. 1–6

Pecten (Patinopecten) matschiense [sic] Lautenschläger in  

　Krishtofovich, 1964, p. 150–152 [in part], pl. 15, fig. 1, pl. 21, 

　fig. 7 [non fig. 1; =Mizuhopecten subyessoensis (Yokoyama, 

　1930], pl. 22, fig. 3 [? pl. 23, figs. 2, 2a].

Mizuhopecten kitamiensis Uozumi, Fujie and Matsui, 1966, p. 

　171–172, pl. 14, figs. 4, 5, pl. 15, figs. 2, 3; Masuda and Noda, 

　1976, p. 103; Kafanov, 1986a, p. 30; Kafanov, 1986b, p. 28.

Mizuhopecten matumoriensis (Nakamura): 成田・近江 , 1975, pl. 

　2, fig. 3. [not of Nakamura, 1940]

　ホロタイプ (Holotype)：UHR 13730a (Uozumi et al., 

1966, pl. 15, fig. 2).

　標本：KRMSHA 2-4-AN-19-1, 2-4-AN-20, 2-4-AN-21, 

2-4-AN-22, 2-4-AN-23 (Loc. 1); HUEK CF-00207（ホロ

タイプのプラスチックキャスト (UHR 13730b) の石膏レ

プリカ ), CF-00208 (Uozumi et al., 1966, pl. 14, fig. 4 の図

示標本 (UHR 13719)の石膏レプリカ, CF-00209 (Uozumi 

et al., 1966, pl. 14, fig. 4 の図示標本 (UHR 13703b)の石膏

レプリカ (loc. 1); CF-00210-1, CF-00210-2, CF-00210-3, 

CF-00210-4 (Loc. 2b). 

　記載：殻は中型の円形でほぼ等則；頂角は 102˚〜112˚．

右殻は中程度に膨れる；放射肋は 11〜13本でやや不規

則，丸みを帯び，肋間よりも広く，二分岐または三分岐す

る；前後耳状突起と後耳状突起は長さがほぼ等しい；前耳

状突起の殻表はやや粗い成長線と，4 本の低く不明瞭な放

射肋で刻まれる；足糸湾入は明瞭；足糸縫帯は広く平坦；

後耳状突起は後縁が僅かに前傾し，表面はやや粗い成長

線と広く不明瞭な 5本の放射肋で刻まれる．左殻はほぼ

平坦；殻表には 11〜14 本の，肋間よりもずっと狭い細い

高く盛り上がった放射肋を有する；肋間には鮫肌状微細

装飾が発達するほか，1本の低く細い肋間肋を有すること

がある；前耳状突起は後耳状突起よりも大きく，表面には

やや粗い成長線のほか，微かな放射肋を有する．弾帯受は

中型の三角形で明瞭に凹む；耳状突起基部梁（basal 

auricular buttresses）は不明瞭で，末端に隆起を欠く；腹

縁は殻表の放射肋に沿ってうねる．

　付記：樺太庁敷香郡内路内川炭田の中新統内川層

[=Kurasiyskaya 層 ; Kafanov and Amano, 1997]から記載さ

れた Mizuhopecten subyessoensis (Yokoyama, 1930) トク

ダホタテは本種に似ているが，放射肋がより規則的で数

が少なく，右殻で分岐しないこと，および，左殻では肋間

肋を欠くことにより区別される．

　また，ソビエト連邦 [現ロシア連邦 ] サハリン州北西部

の中 部中新 統 Sertunaiskaya 層から記 載された

Mizuhopecten matschiensis  (Lautenschläger in 

Krishtofovich, 1964)も本種に似ている．しかしながら，

Krishtofovich (1964) が図示した “Pecten (Patinopecten) 
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matschiense [sic; matschiensis]”の標本のうち，ホロタイ

プ（Krishtofovich, 1964, pl. 21, fig. 1; 右殻）は分岐しない

広く低い10 本のほぼ規則的な放射肋を有することから，

Zhidkova et al. (1968) の見解どおり，M. subyessoensis 

(Yokoyama, 1930) トクダホタテに含められる．一方，彼

がトポタイプとして図示した標本（Krishtofovich, 1964, pl. 

15, fig. 1, pl. 22, fig. 3, pl. 23, figs. 2, 2a）は分岐する放射肋

の特徴からM. kitamiensis キタミホタテに同定できると

考えられる．

　秋田県の下 - 中部中新統須郷田層から記載された 

Mizuhopecten kimurai murayamai (Yokoyama, 1926c) ム

ラヤマホタテには右殻の放射肋が二分岐し，左殻の放射

肋間に不規則な肋間肋を伴う変異（=Patinopecten 

(Patinopecten) murayamai bisecta Akiyama, 1962)が知ら

れているが，この変異は左殻が右殻よりも膨れ，左殻の放

射肋が低く，肋間肋が強く，殻表の鮫肌状微細装飾の発

達が弱いことによりM. kitamiensis キタミホタテから区別

される．

　分布：相内層（北海道）; Sertunaiskaya 層（ロシア連邦

サハリン州）．中期中新世．

Superfamily Anomioidea ナミマガシワ上科

Family Anomiidae ナミマガシワ科

Genus Anomia Linnaeus, 1758 ナミマガシワ属

Anomia sp.

ナミマガシワ属の一種

Pl. 1, fig. 4

　標本：KRMSHA 2-4-AN-23 (Loc. 1) ; HUEK CF-00211 

(Loc. 2b).

　付記：保存の良くない 2 左殻が得られた．殻は丸みを

帯びた不定形で，やや薄質，やや膨れ，殻表には不規則に

うねった多数の微細な放射肋または明瞭な細くうねった

放射肋が見られる．これらの特徴により，本種は Anomia 

Linnaeus, 1758 ナミマガシワガイ属に含まれると考えら

れるが，左殻の閉殻筋痕の特徴が不明であることおよび

右殻が得られていないことから，ここでは属レベルの同

定に留める．

Infraclass Heteroconchia 異歯下綱

Subterclass Archiheterodonta 原始異歯準綱

Order Carditida トマヤガイ目

Superfamily Carditoidea トマヤガイ上科

Family Carditidae トマヤガイ科

Subfamily Scalaricarditinae 

イトカケマルフミガイ亜科（和名新称）

Genus Cyclocardia Conrad, 1867 マルフミガイ属

Cyclocardia (s.l.) sp.

マルフミガイ属 (広義 )の一種

Pl. 5, fig. 2

　標本：HUEK CF-00212 (Loc. 2b).

　付記：相内層産の種は小型で，丸みを帯びた三角形の殻

と15本の瘤状突起のある丸みのある放射肋を有する．

　最近，Pérez (2019) および Pérez and Giachetti (2020)

は分岐分類学および形態測定学的解析により，

“Cyclocardia Conrad, 1867 マルフミガイ属 ”の再分類を

行うとともに，新たな系統仮説を提唱した．しかしながら，

相内層産の標本は複合型 (composite mold)として保存さ

れており，小月面や鉸装の特徴が不明であるため，彼らの

定義・再定義による属レベルでの分類は適用できない．こ

のため，ここでは本種を広義のCyclocardia Conrad, 1867 

マルフミガイ属に含めるに留める．

Subterclass Euheterodonta 真異歯準綱

Superorder Anomalodesmata 異靭帯上目

Superfamily Thracioidea スエモノガイ上科

Family Thraciidae スエモノガイ科

Genus Thracia de Blainville, 1824 スエノモノガイ属

Thracia sp.

スエモノガイ属の一種

Pl. 5, fig. 1

　標本：HUEK CF-00213 (Loc. 2b). 

　付記：1 左殻の内型のみが得られた．本標本は横長の楕

円形で膨らみの弱い殻，裁断状の後縁，および，殻頂から

後端にかけて発達する明瞭な後稜を有する．これらの特

徴から本標本は Thracia de Blainville, 1824 スエノモノガ

イ属に含められるが，保存状態が良くないため，種レベル

での同定は困難である．
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Superorder Imparidentia 不完全歯上目

Order Cardiida ザルガイ目

Superfamily Cardioidea ザルガイ上科

Family Cardiidae ザルガイ科

Subfamily Trachycardiinae ザルガイ亜科

Genus Profulvia Kafanov, 1976 キタノオナガトリガイ属

Profulvia kipenensis (Slodkewitsch, 1938)

キペントリガイ( 和名新称 )

Pl. 5, figs. 5, 6, 11

Papyridea kipenensis Slodkewitsch, 1938a, p. 409–411; 

　Slodkewitsch, 1938b, p. 159–160, pl. 82, figs. 1, 2, pl. 83, figs. 

　1–3 [non figs. 1, 3; =Profulvia matschigarica uspenica (Barinov 

　in Gladenkov et al., 1987)]; Ilyina, 1963, p. 77, pl. 25, fig. 4; 

　Devjatilova and Sinelnikova, 1976, fig. 7; Devjatilova and 

　Volobueva, 1981, p. 73, pl. 37, figs. 1, 2; Gladenkov and 

　Sinelnikova, 1990, p. 75, pl. 26, figs. 1, 4, 8.

Papyridea harrimanni Dall: Uozumi et al., 1966, p. 177–178, pl. 15, 

　figs. 1–7. [not of Dall, 1904]

Fulvia kipenensis (Slodkewitsch): Keen, 1973, p. 4.

Popyridea [sic.] harrimani Dall: 成田・近江 1975, pl. 2, fig. 1. 

　[Papyridea][not of Dall, 1904]

Profulvia kipenensis (Slodkewitsch): Kafanov, 1976, p. 111; 

　Kafanov, 1980, p. 315.

Papyridea (Profulvia) kipenense [sic] (Slodkewitsch): Kafanov, 

　1997, p. 5, pl. 5, figs. 1a–b, pl. 7, fig. 2. [kipenensis]

　 ホ ロ タ イ プ (Holotype): CNIGRM 902/5060 

(Slodkewitsch, 1938b, pl. 82, fig. 2; Kafanov, 1997, pl. 5, fig. 

1a).

　標本：KRMSHA 2-4-AN-15（成田・近江 , 1975, pl. 2, 

figs. 1a–b), 2-4-AN-17 (Uozumi et al., 1966, pl. 15, fig. 7); 

HUEK CF-00214 (Loc. 2b); UHR 13711 (Uozumi et al., 

1966, pl. 15, fig. 1); UHR 13711 (=KRMSHA 2-4-AN-17) 

(Loc. 1).

　付記：本種は殻長が100mm に達する大型の不等則で

楕円形の殻と，37〜 40 本の後方に向かって粗くなる放射

肋により，カムチャッカ半島西部の中新統 “Kavranskaya

層 ”(=Etolonskaya 層 : Kafanov, 1997) から記載された

Profulvia kipenensis (Slodkewitsch, 1938) キペントリガ

イに同定される．尚，本種の放射肋数については，原記載

では約 35本，Ilyina (1963)では 32〜33本，Kafanov (1980)

およびGladenkov and Sinelnikova (1990)では40〜45本，

Devjatilova and Volobueva (1981)では 35〜 40 本と，研究

者間での相違が見られる．

　カムチャッカ半島西部の “Kavranskaya 層 ”(= 漸新統

Kovachinskaya 層 : Kafanov, 1997) から記 載された

Profulvia securiformis (Slodkewitsch, 1938) オノガタトリ

ガイ（和名新称）は，殻頂部が高く盛り上がったより不等

則の殻により区別される．

　Uozumi et al. (1966) および近江・成田 (1975)は相内層

産の本種をアメリカ合衆国アラスカ州のポポフ島の下部

漸新統 Stepovak 層から記載された Papyridea harrimani  

Dall, 1904 [=Profulvia harrimani (Dall, 1904)] ハリマン

トリガイに同定した．このP. harrimani ハリマントリガ

イは Profulvia Kafanov, 1976 キタノオナガトリガイ属の

タイプ種で，アラスカから東北地方にかけての後期始新

世〜前期漸新世の地層から知られている種である

（Kafanov, 1976; Kafanov et al., 1999). しかしながら，

Profulvia harrimani ハリマントリガイの放射肋は断面が

丸く，後方に向かって顕著に粗くならない点で相内層産

標本とは異なる．尚，この種の放射肋数は Dall (1904)に

よると 35 本，Makiyama (1934) によると 35 〜 50 本，

Kamada (1962)によると30 〜 35本，Kafanov (1980)によ

ると40 〜 45本，Noda (1992)によると30 〜 50 本弱（大

部分は 35〜 42 本）とされている．

　Kafanov et al. (1999)は相内層産の標本が新潟県佐渡島

の下部更新統沢根層産の標本に基づき提唱された

“Papyridea (Profulvia) kurodai Sawada, 1962” [=Profulvia 

kurodai (Hatai and Nisiyama, 1952)] クロダトリガイ（Pl. 

5, fig. 7）に類似するとした．しかしながら，P. kurodai ク

ロダトリガイの殻頂部はより低く，また，放射肋の数が

47〜 57 本（Amano and Tanaka, 1992）と，相内層産の種

よりも多い上に，殻中央部〜後部での放射肋の断面が強

く後方に傾いた屋根形となることにより区別される．

　分布：Ilynskaya, Kakertskaya, Etolonskaya 層（ロシア

連邦カムチャッカ地方）; 相内層（北海道）．前期中新世末

〜後期中新世前期．

Subfamily Clinocardiinae イシカゲガイ亜科
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Tribe Serripedini ウバトリガイ族

Genus Serripes Gould, 1841, ex Beck (MS)

ウバトリガイ属

Serripes cf. groenlandicus (Mohr, 1786)

ウバトリガイに比較される種

Pl. 5, fig. 12

Serripes laperousii (Deshayes): Uozumi et al., 1966, p. 176–177, 

　pl. 15, fig. 5. [not of Deshayes, 1839]

　比較 .—

Cardium groenlandicum Chemnitz, 1782, p. 202–203, pl. 19, fig. 

　18. [unavailable under ICZN Art. 11.4]

Cardium grönlandicum Martin [sic]: Mohr, 1786, p. 129 

　[groenlandicum Chemnitz, 1782]

　標本：KRMSHA 2-4-AN-11 (Loc. 1); HUEK CF-00215 

(Loc. 2b); UHR 13709, UHR 13713 (Loc. 1); 

　付記：相内層産の標本はいずれも殻が保存されていな

い上に埋没後の変形を被っている．しかしながら，やや高

く丸みを帯びた三角形の殻および丸みを帯びた殻の後縁

から，現生種の Serripes groenlandicus (Mohr, 1786) ウバ

トリガイに比較される．

　Uozumi et al. (1966) は相内層産の種を現生種の

Serripes laperousii (Deshayes, 1839) ナガウバトリガイに

同定した．Serripes laperousii ナガウバトリガイは

Kafanov (2003) が示したとおり種内変異の大きい種であ

るが，殻の後縁がより長く，後端が角張ることにより相内

層産の種からは区別される．尚，Uozumi et al. (1966)に

よる相内層産標本は Kafanov (2003) によっても Serripes 

laperousii ナガウバトリの異名からは除外されている．

Superfamily Tellinoidea ニッコウガイ上科

Family Tellinidae ニッコウガイ科

Subfamily Macominae シラトリガイ亜科

Genus Macoma Leach, 1819 シラトリガイ属

Macoma (Macoma) cf. incongrua (v. Martens, 1865)

ヒメシラトリに比較される種

Plate 5, fig. 8

　比較 .—

Tellina incongrua v. Martens, 1865, p. 430–431.

　標本：HUEK CF-00213 (Loc. 2a).

　付記：殻が保存されていない合弁の内型と外型が得ら

れた．殻は小型の楕円形で，膨らみは弱く，後縁はやや角

張っている．殻頂は中央からやや前よりに位置する．これ

らの特徴から，本種は現生種の Macoma (Macoma) 

incongrua (v. Martens, 1865) ヒメシラトリに比較される．

Family Psammobiidae シオサザナミ科

Nuttallia Dall, 1898b イソシジミ属

Nuttallia sp.

イソシジミ属の一種

Plate 5, figs. 9, 10

　標本 ( 産地 )：HUEK CF-00217-1, CF-00217-2 (Loc. 2b).

　付記：不完全な 2 標本のみが得られた．本種は横長の

楕円形で左殻がより膨らんだ不等殻の殻，微かな共縁状

の成長線のみにより刻まれる殻表，不明瞭な後稜，やや大

型で長く突出した歯丘，前方に傾斜した小さい主歯，およ

び小さい殻頂下窩を有することから，Nuttallia Dall, 

1898b に含められる．

　相内層産の種は長野県の鮮新統荻久保層から記載され

た Nuttallia commoda (Yokoyama, 1925b) ハムロイソシ

ジミに長楕円形で左殻がより膨れた不等殻の殻，大型の

歯丘，小さい殻頂下窩を有する点で似ているが，保存状態

が不良であるため詳しい比較は困難である．尚，後者につ

いては Amano and Ogihara (2012)により詳しい分類学的

再検討がなされている．

Order Venerida マルスダレガイ目

Superfamily Unguliniodea フタバシラガイ上科

Family Ungulinidae フタバシラガイ科

Genus Felaniella Dall, 1899 ウソシジミ属

Felaniella? sp.

ウソシジミ属 ?の一種

Pl. 5, fig. 3

　標本：HUEK CF-00218 (Loc. 2b).

　付記：合弁の内型のみが得られた．本種は小型で亜円形

の膨らみの弱い殻，低い殻頂部，裁断状の後縁から，

Felaniella Dall, 1899 ウソシジミ属に含まれる可能性が高

い．
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Superfamily Mactroidea バカガイ上科

Family Mactridae バカガイ科

Subfamily Mactrinae バカガイ亜科

Genus Mactromeris Conrad, 1868 ナガウバガイ属

Mactromeris? sp.

ナガウバガイ属 ?の一種

Pl. 5, fig. 4

　標本：HUEK CF-000219 (Loc. 2b).

　付記：保存不良の1 左殻の内型のみが得られた．狭く

やや長い前縁と殻の中央からやや後方に位置する殻頂，

丸みを帯びた広く短く丸みを帯びた後縁から，

Mactromeris Conrad, 1868 ナガウバガイ属の種であると

推定されるが，鉸装や套線湾入の特徴が不明であるため，

暫定的にこの属に含めるに留める．
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Molluscan fauna of the Miocene Ainonai Formation in the Kitami area, Hokkaidō, JapanMolluscan fauna of the Miocene Ainonai Formation in the Kitami area, Hokkaidō, Japan

Takashi Matsubara, Toshikazu Ohta, Yuuki Nakamura, Takeo Ichikawa, Naotomo Kaneko and Yasuhiro ItoTakashi Matsubara, Toshikazu Ohta, Yuuki Nakamura, Takeo Ichikawa, Naotomo Kaneko and Yasuhiro Ito

Abstract Abstract 
  Fossil Mollusca from the Miocene Ainonai Formation in the Kitami area, Hokkaidō, was taxonomically reexamined, and   Fossil Mollusca from the Miocene Ainonai Formation in the Kitami area, Hokkaidō, was taxonomically reexamined, and 
4 species of Gastropoda belonging to 4 genera and 18 species of Bivalvia belonging to 16 genera were discriminated. The 4 species of Gastropoda belonging to 4 genera and 18 species of Bivalvia belonging to 16 genera were discriminated. The 
molluscan fauna is composed of the molluscan fauna is composed of the AnadaraAnadara and  and ChlamysChlamys--MizuhopectenMizuhopecten assemblages. Each assemblage is  assemblages. Each assemblage is 
autochthonous or autochthonous or parautochthonous, and indicates the muddy bottom and gravel-sand bottom environment in the upper sublittoral depth, parautochthonous, and indicates the muddy bottom and gravel-sand bottom environment in the upper sublittoral depth, 
respectively. Associated occurrence of respectively. Associated occurrence of Chlamys Chlamys ((LeochlamysLeochlamys) ) ingeniosaingeniosa, , ChlamysChlamys ( (ChlamysChlamys) ) hanzawaehanzawae, , Profulvia Profulvia 
kipenensis kipenensis and and Mizuhopecten kitamiensisMizuhopecten kitamiensis indicates the  indicates the early early middle Miocene age (middle Miocene age (caca. 16–14 Ma). 16–14 Ma)  for the formation. for the formation. 
This age estimation is consistent with the occurrence of This age estimation is consistent with the occurrence of Desmostylus Desmostylus sp. from the Ainonai Formation. The molluscan fauna sp. from the Ainonai Formation. The molluscan fauna 
includes several common species with the contemporaneous formations both in northeast Honshū, Sakhalin and the includes several common species with the contemporaneous formations both in northeast Honshū, Sakhalin and the 
Kamchatka Peninsula. In addition, some genus- and species-level differences can be recognized especially in the Pectinidae Kamchatka Peninsula. In addition, some genus- and species-level differences can be recognized especially in the Pectinidae 
among these areas. These differences may reflect the middle Miocene marine thermal gradient in the Northwest Pacific. All among these areas. These differences may reflect the middle Miocene marine thermal gradient in the Northwest Pacific. All 
molluscan species including a new species, molluscan species including a new species, Cyclopecten ohashiiCyclopecten ohashii Matsubara, sp. nov. (Bivalvia: Propeamusiidae) are  Matsubara, sp. nov. (Bivalvia: Propeamusiidae) are 
taxonomically described and/or discussed.taxonomically described and/or discussed.

Key wordsKey words: Ainonai Formation, : Ainonai Formation, Cyclopecten ohashii Cyclopecten ohashii sp. nov., geologic age, Miocene, paleobiogeography, taxonomysp. nov., geologic age, Miocene, paleobiogeography, taxonomy

AppendixAppendix

A new Miocene species of A new Miocene species of CyclopectenCyclopecten (Bivalvia: Pectinoidea) from Hokkaidō, Japan (Bivalvia: Pectinoidea) from Hokkaidō, Japan
(T. Matsubara)(T. Matsubara)

Family Propeamusiidae Abbott, 1954Family Propeamusiidae Abbott, 1954
Genus Genus CyclopectenCyclopecten Verrill, 1897 Verrill, 1897

      Type speciesType species.—.—Pecten pustulosus Pecten pustulosus Verrill, 1873 (by subsequent designation of Sykes et al., 1898, p. Verrill, 1873 (by subsequent designation of Sykes et al., 1898, p. MollMoll. 75) [=. 75) [=PectenPecten  
hoskynsi hoskynsi Forbes, 1844, Forbes, 1844, fidefide Dijkstra et al., 2009]. Recent, Northeast Atlantic.  Dijkstra et al., 2009]. Recent, Northeast Atlantic. 

Cyclopecten ohashiiCyclopecten ohashii Matsubara, sp. nov. Matsubara, sp. nov.
[Japanese name: Ōhashi-nadeshiko, nov.][Japanese name: Ōhashi-nadeshiko, nov.]

ZooBank LSID: urn:lsid:zoobank.org:act:0D9A5913-95C4-4429-BA20-7AF78B5D0305ZooBank LSID: urn:lsid:zoobank.org:act:0D9A5913-95C4-4429-BA20-7AF78B5D0305

Pl. 1, figs. 14–17Pl. 1, figs. 14–17
    HolotypeHolotype.—HUEK CF-00202-1. .—HUEK CF-00202-1. 
    Type locality, horizon and ageType locality, horizon and age.—Loc. 2b: River side outcrop along the Mukagawa River, about 300 m lower course of the .—Loc. 2b: River side outcrop along the Mukagawa River, about 300 m lower course of the 
Ainonai Bridge, Ainonaichō, Kitami City, Hokkaido, Japan (43˚47'34.5"N, 143˚44'34.7"E)Ainonai Bridge, Ainonaichō, Kitami City, Hokkaido, Japan (43˚47'34.5"N, 143˚44'34.7"E)．．Ainonai Formation, Ainonai Formation, early early 

middlemiddle Miocene. Miocene.
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        ParatypesParatypes.—HUEK CF-00202-2 through 00202-5. Locality: Same as the holotype..—HUEK CF-00202-2 through 00202-5. Locality: Same as the holotype.
        DiagnosisDiagnosis.—A rather large-sized .—A rather large-sized CyclopectenCyclopecten with weakly inflated right valve sculptured with fine regular commarginal  with weakly inflated right valve sculptured with fine regular commarginal 
ribs in the umbonal 2/3 to 3/4 of disc and tending to become cancellated by acrossing radial ridgelets or ribs in ventral part; ribs in the umbonal 2/3 to 3/4 of disc and tending to become cancellated by acrossing radial ridgelets or ribs in ventral part; 
less inflated left valve sculptured with about 14 radial and interstitial ribs with fine scaly sculpture; smooth and radially less inflated left valve sculptured with about 14 radial and interstitial ribs with fine scaly sculpture; smooth and radially 
furrowed internal surface in the right and the left valve, respectively.furrowed internal surface in the right and the left valve, respectively.
      EtymologyEtymology.—In honor of Mr. Takato Ohashi (ex-student of the Laboratory of Earth Sciences, Kushiro Campus, .—In honor of Mr. Takato Ohashi (ex-student of the Laboratory of Earth Sciences, Kushiro Campus, 
Hokkaido University of Education), who collected the type specimens.Hokkaido University of Education), who collected the type specimens.
        DescriptionDescription.—Shell rather large in size for genus (shell length to 18 mm), circular, thin, more or less inequilateral, .—Shell rather large in size for genus (shell length to 18 mm), circular, thin, more or less inequilateral, 
inequivalve, slightly higher than long to slightly longer than high (Height / Length ratio: 0.95–1.05) ; beak situated at slightly inequivalve, slightly higher than long to slightly longer than high (Height / Length ratio: 0.95–1.05) ; beak situated at slightly 
posterior to mid-shell length; anterior auricle larger than posterior auricle; umbonal angle 101˚–104˚. Right valve slightly posterior to mid-shell length; anterior auricle larger than posterior auricle; umbonal angle 101˚–104˚. Right valve slightly 
more inflated than left valve; external sculpture consisting of fine, regular, dense commarginal ribs in umbonal 2/3 to 3/4 of more inflated than left valve; external sculpture consisting of fine, regular, dense commarginal ribs in umbonal 2/3 to 3/4 of 
disc; very feeble radial threads or ribs appeared ventral part of disc, and making cancellated sculpture; anterior auricle round-disc; very feeble radial threads or ribs appeared ventral part of disc, and making cancellated sculpture; anterior auricle round-
edged reversed trapezoidal, sculptured with six imbricated radial ribs; byssal fasciole smooth, very narrow; byssal notch edged reversed trapezoidal, sculptured with six imbricated radial ribs; byssal fasciole smooth, very narrow; byssal notch 
shallow, without ctenolium; posterior auricle small, reversed triangle in shape; hinge with weak teeth and small, triangular shallow, without ctenolium; posterior auricle small, reversed triangle in shape; hinge with weak teeth and small, triangular 
resilifer; ventral area incurved. Left valve external surface sculptured with about 14 radial and interstitial ribs with fine scaly resilifer; ventral area incurved. Left valve external surface sculptured with about 14 radial and interstitial ribs with fine scaly 
sculpture near ventral part; anterior auricle triangular in shape, sculptured with four, rather strong radial ribs and very fine sculpture near ventral part; anterior auricle triangular in shape, sculptured with four, rather strong radial ribs and very fine 
growth lines. Inner surface of both valve smooth, lacking internal ribs; ventral margin smooth.growth lines. Inner surface of both valve smooth, lacking internal ribs; ventral margin smooth.
        DiscussionDiscussion.—.—Cyclopecten ohashiiCyclopecten ohashii Matsubara, sp. nov. closely resembles  Matsubara, sp. nov. closely resembles Cyclocardia davidsoni Cyclocardia davidsoni (Dall, 1897) (Dall, 1897, (Dall, 1897) (Dall, 1897, 
p. 86; Dall, 1902, p. 559, pl. 40, fig. 2), a Recent species from the Bering and Okhotsk seas. However, it is discriminated p. 86; Dall, 1902, p. 559, pl. 40, fig. 2), a Recent species from the Bering and Okhotsk seas. However, it is discriminated 
from the latter species by its larger shell with the anterior auricle of the left valve sculptured with stronger radial ribs and the from the latter species by its larger shell with the anterior auricle of the left valve sculptured with stronger radial ribs and the 
posterior auricle with a nearly perpendicular posterior margin. In addition, posterior auricle with a nearly perpendicular posterior margin. In addition, CC. . ohashii ohashii sp. nov. is associated with the sp. nov. is associated with the Chlamys-Chlamys-
MizuhopectenMizuhopecten assemblage, and is considered to have inhabited a gravel-sand bottom in the upper sublittoral depth. On the  assemblage, and is considered to have inhabited a gravel-sand bottom in the upper sublittoral depth. On the 
other hand, other hand, CC. . davidsoni davidsoni lives in the sand or mud bottom in the lower sublittoral to middle bathyal depth (lives in the sand or mud bottom in the lower sublittoral to middle bathyal depth (ee..gg., Grau, 1959; ., Grau, 1959; 
Skarlato, 1981; Coan et al., 2000). Thus, the present new species had dwelled on a coarser substratum in the shallower depth Skarlato, 1981; Coan et al., 2000). Thus, the present new species had dwelled on a coarser substratum in the shallower depth 
than the Recentthan the Recent C C. . davidsonidavidsoni..
    The present new species is also similar to     The present new species is also similar to Cyclopecten tochigiensisCyclopecten tochigiensis Kanno, 1961 (Kanno, 1961, p. 115–116, pl. 6, figs. 1– Kanno, 1961 (Kanno, 1961, p. 115–116, pl. 6, figs. 1–
3), from the middle Miocene Kobana Formation in the Ōto area, Tochigi Prefecture, northeast Japan. However, 3), from the middle Miocene Kobana Formation in the Ōto area, Tochigi Prefecture, northeast Japan. However, CC. . 
tochigiensistochigiensis differs from the present new species in having a smaller shell (shell height to 10 mm) with the narrower apical  differs from the present new species in having a smaller shell (shell height to 10 mm) with the narrower apical 
angle (angle (caca. 90˚), the right valve lacking radial sculpture near ventral margin of the disc, and the left valve sculptured with . 90˚), the right valve lacking radial sculpture near ventral margin of the disc, and the left valve sculptured with 
radial rows of crescent imbrications. Kurihara (2010) transferredradial rows of crescent imbrications. Kurihara (2010) transferred C C. . tochigiensistochigiensis to the genus  to the genus ParvamussiumParvamussium Sacco, 1897,  Sacco, 1897, 
because his additional specimens from the middle Miocene Negishi Formation in the Iwadono area, Saitama Prefecture, because his additional specimens from the middle Miocene Negishi Formation in the Iwadono area, Saitama Prefecture, 
central Japan, have distinct internal ribs. He also pointed out that central Japan, have distinct internal ribs. He also pointed out that Propeamussium yasudaePropeamussium yasudae (Masuda, 1962) from the middle  (Masuda, 1962) from the middle 
Miocene Oido Formation in the Wakuya area, Miyagi Prefecture, northeast Japan, is probably a synonym of Miocene Oido Formation in the Wakuya area, Miyagi Prefecture, northeast Japan, is probably a synonym of Parvamussium Parvamussium 
tochigiensetochigiense..
        CC. . ohashiiohashii sp. nov. can be distinguished from  sp. nov. can be distinguished from Cyclopecten hoskynsiCyclopecten hoskynsi (Forbes, 1844) (Forbes, 1844, p. 192; Dijkstra et al.,  (Forbes, 1844) (Forbes, 1844, p. 192; Dijkstra et al., 
2009, p. 215–218, figs. 1E, F, 2H, 5B, C, 9C, D, 10G, H), originally described from the Sporades, western Aegean Sea, is 2009, p. 215–218, figs. 1E, F, 2H, 5B, C, 9C, D, 10G, H), originally described from the Sporades, western Aegean Sea, is 
distinguished from the present new species by having the left valve sculptured with finer radial ribs, stronger radial ribs on distinguished from the present new species by having the left valve sculptured with finer radial ribs, stronger radial ribs on 
the anterior auricle in the left valve and the nearly perpendicular posterior margin of the posterior auricle. the anterior auricle in the left valve and the nearly perpendicular posterior margin of the posterior auricle. 
        Cyclopecten nakaii Cyclopecten nakaii Okutani, 1962 (Okutani, 1962, p. 18–19, pl. 2, fig. 6, pl. 5, figs. 3–3a), a Recent species from the Okutani, 1962 (Okutani, 1962, p. 18–19, pl. 2, fig. 6, pl. 5, figs. 3–3a), a Recent species from the 
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Sagami Bay, central Japan, is separated from Sagami Bay, central Japan, is separated from CC.. ohashii  ohashii sp. nov. sp. nov. byby having a much smaller shell (shell length to  having a much smaller shell (shell length to caca. 10 mm) . 10 mm) 
with smaller auricles and right valve lacking radial sculpture near the ventral margin.with smaller auricles and right valve lacking radial sculpture near the ventral margin.
    DistributionDistribution.—Known only from the Ainonai Formation, .—Known only from the Ainonai Formation, early early middle Miocene.middle Miocene.
    MeasurementsMeasurements.—Table 2..—Table 2.

Specimen Length (mm) Height (mm) Height/Length Umbonal angle Valve
HUEK CF-00202-1 (Holotype) 14.4 15.0 1.042 104˚ Right
HUEK CF-00202-2 (Paratype) 18.0 17.1 0.950 108˚ Right
HUEK CF-00202-3 (Paratype) 16.6 16.1 0.970 107˚ Left
HUEK CF-00202-4 (Paratype) 15.3 16.0 1.046 101˚ Right
HUEK CF-00202-5 (Paratype) 15.7 12.0+ — 107˚ Right

Table 2Table 2. Measurements of . Measurements of Cyclopecten ohashii Cyclopecten ohashii Matsubara, sp. nov.Matsubara, sp. nov.
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Explanation of platesExplanation of plates
Plate 1Plate 1. Mollusca from the Ainonai Formation (1). . Mollusca from the Ainonai Formation (1). 

　　Figure 1. Figure 1. BoreoscalaBoreoscala aff.  aff. yabei yabei (Nomura) (Nomura) ヤベイトカケに近縁の種．ヤベイトカケに近縁の種．KRMSHA 2-4-AN-26. Silicon vinyl cast.KRMSHA 2-4-AN-26. Silicon vinyl cast.

　　Figure 2. Figure 2. Littorina Littorina cf. cf. sitkanasitkana Philippi, 1846  Philippi, 1846 クロタマキビに比較される種クロタマキビに比較される種 . HUEK CF-00196. Silicon vinyl cast.. HUEK CF-00196. Silicon vinyl cast.

　　Figure 3. Figure 3. CalyptraeaCalyptraea cf.  cf. yokoyamai yokoyamai Kuroda Kuroda カリバガサに比較される種カリバガサに比較される種 . HUEK CF-00197. 3a: Apical view; 3b: lateral . HUEK CF-00197. 3a: Apical view; 3b: lateral 

　　　　view showing shell convexity. Silicon vinyl cast.view showing shell convexity. Silicon vinyl cast.

　　Figure 4. Figure 4. AnomiaAnomia sp.  sp. ナミマガシワガイ属の一種ナミマガシワガイ属の一種 . KRMSHA 2-4-AN-28. Silicon vinyl cast of left valve.. KRMSHA 2-4-AN-28. Silicon vinyl cast of left valve.

　　Figure 5. Figure 5. NeptuneaNeptunea sp.  sp. エゾボラ属の一種エゾボラ属の一種 . HUEK CF-00198. Dorsal view.. HUEK CF-00198. Dorsal view.

　　Figures 6–11. Figures 6–11. AnadaraAnadara  ((AnadaraAnadara) ) sp. sp. リュウキュウサルボウ属の一種リュウキュウサルボウ属の一種 . 6: HUEK CF-00199-1. Right valve; 6a: Dorsal view; . 6: HUEK CF-00199-1. Right valve; 6a: Dorsal view; 

　　　　6b: External view. 7: HUEK CF-00199-2. Left valve, external view. 8: HUEK CF-00199-3. Right valve, internal view. 6b: External view. 7: HUEK CF-00199-2. Left valve, external view. 8: HUEK CF-00199-3. Right valve, internal view. 

　　　　9: HUEK CF-00199-4. Left valve, internal view. 10: HUEK CF-00199-5. External view. 11. HUEK CF-00199-6. All 9: HUEK CF-00199-4. Left valve, internal view. 10: HUEK CF-00199-5. External view. 11. HUEK CF-00199-6. All 

　　　　specimens silicon vinyl casts. specimens silicon vinyl casts. 

　　Figure 12. Figure 12. SeptiferSeptifer sp.  sp. クジャクガイ属の一種クジャクガイ属の一種 . HUEK CF-00200. Silicon vinyl cast of right valve. .. HUEK CF-00200. Silicon vinyl cast of right valve. .

　　Figures 13–14. Figures 13–14. ModiolusModiolus sp.  sp. ヒバリガイ属の一種ヒバリガイ属の一種 . 13: HUEK CF-00201-1. Right valve. 14: HUEK CF-00201-2. Right . 13: HUEK CF-00201-1. Right valve. 14: HUEK CF-00201-2. Right 

　　　　valve. valve. 

　　Figures 15–18. Figures 15–18. Cyclopecten ohashiiCyclopecten ohashii Matsubara, sp. nov.  Matsubara, sp. nov. オオハシナデシコ（新種，和名新称）．オオハシナデシコ（新種，和名新称）．15: HUEK CF-00202-15: HUEK CF-00202-

　　　　1 (Holotype). Right valve. 15a: External view. 15b: Internal view. 16: HUEK CF-00202-2 (Paratype). Right valve. 16a: 1 (Holotype). Right valve. 15a: External view. 15b: Internal view. 16: HUEK CF-00202-2 (Paratype). Right valve. 16a: 

　　　　External view. 16b: Internal view. 17: HUEK CF-00202-3 (Paratype). Left valve. 17a: Internal view.; 17b: External External view. 16b: Internal view. 17: HUEK CF-00202-3 (Paratype). Left valve. 17a: Internal view.; 17b: External 

　　　　view. 18. HUEK CF-00202-4 (Paratype). External view. All specimens silicon vinyl casts from original specimens view. 18. HUEK CF-00202-4 (Paratype). External view. All specimens silicon vinyl casts from original specimens 

　　　　except for fig. 17. except for fig. 17. 

　　Scale bars represent 5mm.Scale bars represent 5mm.

Plate 2Plate 2. Mollusca from the Ainonai Formation (2). . Mollusca from the Ainonai Formation (2). 

　　Figures 1–3. Figures 1–3. ChlamysChlamys ( (ChlamysChlamys)) hanzawae hanzawae Masuda  Masuda ハンザワニシキハンザワニシキ . 1: HUEK CF-00203-1. Right valve. 2: HUEK . 1: HUEK CF-00203-1. Right valve. 2: HUEK 

　　　　CF-00203-2. Left valve. 3: HUEK CF-00203-3. Left valve. All specimens silicon vinyl casts. CF-00203-2. Left valve. 3: HUEK CF-00203-3. Left valve. All specimens silicon vinyl casts. 

　　Figures 4–8, 10–12. Figures 4–8, 10–12. Chlamys Chlamys ((LeochlamysLeochlamys)) ingeniosa ingeniosa (Yokoyama)  (Yokoyama) イワヤニシキイワヤニシキ . 4: HUEK CF-00205-2. Left valve. 5: . 4: HUEK CF-00205-2. Left valve. 5: 

　　　　HUEK CF-00205-3, Right valve. 6: KRMSHA 2-4-AN-7. Left valve. Silicon vinyl cast of figured specimen of Narita HUEK CF-00205-3, Right valve. 6: KRMSHA 2-4-AN-7. Left valve. Silicon vinyl cast of figured specimen of Narita 

　　　　and Omi (1975, pl. 2, fig. 5). 7: KRMSHA 2-4-AN-24. Left valve. Silicon vinyl cast. 8: HUEK CF-00205-4. Right valve. and Omi (1975, pl. 2, fig. 5). 7: KRMSHA 2-4-AN-24. Left valve. Silicon vinyl cast. 8: HUEK CF-00205-4. Right valve. 

　　　　10: KRMSHA 2-4-AN-25. Right valve. Silicon vinyl cast. 11: HUEK CF-00205-1. Right valve, somewhat deformed 10: KRMSHA 2-4-AN-25. Right valve. Silicon vinyl cast. 11: HUEK CF-00205-1. Right valve, somewhat deformed 

　　　　and worn. 12: UMUT CM25519. Holotype of and worn. 12: UMUT CM25519. Holotype of PectenPecten ( (ChlamysChlamys) ) hastatushastatus var.  var. ingeniosusingeniosus Yokoyama, 1929. Yokoyama, 1929.

　　Figure 9. Figure 9. ChlamysChlamys ( (ChlamysChlamys) cf.) cf. cosibensis cosibensis (Yokoyama)  (Yokoyama) コシバニシキに比較される種コシバニシキに比較される種 . KRMSHA 2-4-AN-27. Right . KRMSHA 2-4-AN-27. Right 

　　　　valve. valve. 
    Scale bars represent 5mm.    Scale bars represent 5mm.

Plate 3Plate 3. Mollusca from the Ainonai Formation (3). . Mollusca from the Ainonai Formation (3). 

　　Figures 1–5. Figures 1–5. Swiftopecten swiftiiSwiftopecten swiftii (Bernardi)  (Bernardi) エゾキンチャクエゾキンチャク . . 

　　　　1: HUEK CF-00206. Right valve. 1: HUEK RM-000001. 1a: Right valve; 1b: Left valve; 1c: Anterior view showing 1: HUEK CF-00206. Right valve. 1: HUEK RM-000001. 1a: Right valve; 1b: Left valve; 1c: Anterior view showing 

　　　　shell convexity and strong commarginal ledges, which are identical with “shell convexity and strong commarginal ledges, which are identical with “Swiftopecten djoserusSwiftopecten djoserus Yoshimura, 2017”.  Yoshimura, 2017”. 

　　　　Recent specimen from the off Quindao, Bohai Sea, China. Shown for comparison. 2: HUEK CF-00220; 2a: Right Recent specimen from the off Quindao, Bohai Sea, China. Shown for comparison. 2: HUEK CF-00220; 2a: Right 
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　　　　valve; 2b: Anterior view showing shell convexity. Specimen from the lower Pleistocene Setana Formation in valve; 2b: Anterior view showing shell convexity. Specimen from the lower Pleistocene Setana Formation in 

　　　　Kuromatsunai Town, Hokkaidō. Shown for comparison. 4: KRMSHA 2-4-AN-18. External mold of right valve. Mirror Kuromatsunai Town, Hokkaidō. Shown for comparison. 4: KRMSHA 2-4-AN-18. External mold of right valve. Mirror 

　　　　image of figured specimen of Uozumi et al. (1966, pl. 14, fig. 2). 5: KRMSHA 2-4-AN-4. Right valve. Figured specimen image of figured specimen of Uozumi et al. (1966, pl. 14, fig. 2). 5: KRMSHA 2-4-AN-4. Right valve. Figured specimen 

　　　　of “of “Chlamys cosibensisChlamys cosibensis (Yokoyama)” of Narita and Omi (1975, pl. 2, fig. 4).  (Yokoyama)” of Narita and Omi (1975, pl. 2, fig. 4). 
    Scale bars represent 5mm.    Scale bars represent 5mm.

Plate 4Plate 4. Mollusca from the Ainonai Formation (4).. Mollusca from the Ainonai Formation (4).

　　Figures 1–7. Figures 1–7. Mizuhopecten kitamiensisMizuhopecten kitamiensis Uozumi, Fujié and Matsui  Uozumi, Fujié and Matsui キタミホタテキタミホタテ . . 

　　　　1: HUEK CF-00207. Plaster cast of right valve. This specimen is a replica of a plastic cast (UHR 13730a) of the 1: HUEK CF-00207. Plaster cast of right valve. This specimen is a replica of a plastic cast (UHR 13730a) of the 

　　　　holotype (UHR 13730b). 2: HUEK CF-00210-5. Silicon vinyl cast of left valve. 3: HUEK CF-00210-3. Left valve. 4: holotype (UHR 13730b). 2: HUEK CF-00210-5. Silicon vinyl cast of left valve. 3: HUEK CF-00210-3. Left valve. 4: 

　　　　HUEK CF-00208. Plaster cast of right valve. This specimen is a replica of a figured specimen (UHR 13720: plastic HUEK CF-00208. Plaster cast of right valve. This specimen is a replica of a figured specimen (UHR 13720: plastic 

　　　　cast) of Uozumi et al. (1966, pl. 14, fig. 4). 5: HUEK CF-00210-2. 5a: Silicon vinyl cast of left valve; 5b: cast) of Uozumi et al. (1966, pl. 14, fig. 4). 5: HUEK CF-00210-2. 5a: Silicon vinyl cast of left valve; 5b: Enlargement of Enlargement of 

        postero-ventral part,         postero-ventral part, showing especially showing especially shagreen microsculpture. 6: HUEK CF-00210-1. Right valve. 7: HUEK CF-shagreen microsculpture. 6: HUEK CF-00210-1. Right valve. 7: HUEK CF-
       00209. Plaster cast of left valve.        00209. Plaster cast of left valve. This is a replica of a figured specimen (UHR 13703b: plastic cast) of Uozumi et al. This is a replica of a figured specimen (UHR 13703b: plastic cast) of Uozumi et al. 
       (1966, pl. 15, fig. 3).        (1966, pl. 15, fig. 3). 

      Scale bars represent 5mm.Scale bars represent 5mm.

Plate 5Plate 5. Mollusca from the Ainonai Formation (5). . Mollusca from the Ainonai Formation (5). 

　　Figure 1. Figure 1. ThraciaThracia sp.  sp. スエノモノガイ属の一種スエノモノガイ属の一種 . HUEK CF-00213. Inner mold of left valve. . HUEK CF-00213. Inner mold of left valve. 

　　Figure 2. Figure 2. CyclocardiaCyclocardia (s.l.) sp.  (s.l.) sp. マルフミガイ属マルフミガイ属 (( 広義広義 )) の一種．の一種．HUEK CF-00212. Composite mold of left valve.HUEK CF-00212. Composite mold of left valve.

　　Figure 3. Figure 3. FelaniellaFelaniella? sp. ? sp. ウソシジミ属ウソシジミ属 ?? の一種．の一種．HUEK CF-00218. Inner mold of left valve. HUEK CF-00218. Inner mold of left valve. 

　　Figure 4. Figure 4. MactromerisMactromeris? sp. ? sp. ナガウバガイ属ナガウバガイ属 ?? の一種の一種 . HUEK CF-00219. Inner mold of left valve.. HUEK CF-00219. Inner mold of left valve.

　　Figures 5, 6, 11. Figures 5, 6, 11. Profulvia kipenensis Profulvia kipenensis (Slodkewitsch) (Slodkewitsch) キペントリガイキペントリガイ ..

　　　　5: KRMSHA 2-4-AN-15. Composite mold of left valve. Figured specimen of “5: KRMSHA 2-4-AN-15. Composite mold of left valve. Figured specimen of “Papyridea harrimaniPapyridea harrimani (Dall)” of Narita  (Dall)” of Narita 

　　　　and Omi (1975, and Omi (1975, pl. 2, figs. 1a, bpl. 2, figs. 1a, b). 6: HUEK CF-00214-1. Silicon vinyl cast of left valve. 11. KRMSHA 2-4-AN-17 ). 6: HUEK CF-00214-1. Silicon vinyl cast of left valve. 11. KRMSHA 2-4-AN-17 

　　　　(=UHR 13711). Figured specimen of “(=UHR 13711). Figured specimen of “Papyridea harrimani Papyridea harrimani (Dall)” of Uozumi et al. (1966, pl. 15, fig. 7).(Dall)” of Uozumi et al. (1966, pl. 15, fig. 7).

　　Figure 7. Figure 7. Profulvia kurodaiProfulvia kurodai (Hatai and Nisiyama)  (Hatai and Nisiyama) クロダトリガイ .クロダトリガイ .

　　　　UMUT CM23214. Holotype ofUMUT CM23214. Holotype of Papyridea  Papyridea ((FulviaFulvia) ) kurodai kurodai Hatai and Nisiyama, 1952. The specimen is from the lower Hatai and Nisiyama, 1952. The specimen is from the lower 

　　　　Pleistocene Sawane Formation in Sado Island, Niigata Prefecture, central Japan. Shown for comparison.Pleistocene Sawane Formation in Sado Island, Niigata Prefecture, central Japan. Shown for comparison.

　　Figure 8. Figure 8. Macoma Macoma ((MacomaMacoma) cf. ) cf. incongruaincongrua (v. Martens)  (v. Martens) ヒメシラトリに比較される種ヒメシラトリに比較される種 . HUEK CF-00216. Silicon vinyl . HUEK CF-00216. Silicon vinyl 

　　　　cast of left valve.cast of left valve.

　　Figure 9–10. Figure 9–10. Nuttallia Nuttallia sp. sp. イソシジミ属の一種．イソシジミ属の一種．

　　　　9: HUEK CF-00217-1. Internal view of silicon vinyl cast of left valve; black arrow pointing to subumbonal pit. 10: 9: HUEK CF-00217-1. Internal view of silicon vinyl cast of left valve; black arrow pointing to subumbonal pit. 10: 　　　　
　　　　HUEK CF-00217-2. Inner mold of both valves; 10a: Dorsal view, showing weakly inequivalve shell; 10b. Right valve. HUEK CF-00217-2. Inner mold of both valves; 10a: Dorsal view, showing weakly inequivalve shell; 10b. Right valve. 

　　Figure 12. Figure 12. Serripes Serripes cf. cf. groenlandicusgroenlandicus (Mohr)  (Mohr) ウバトリガイに比較される種ウバトリガイに比較される種 . HUEK CF-00215-1. Composite mold of . HUEK CF-00215-1. Composite mold of 

　　　　right valve.right valve.

　　Scale bars represent 5mm.Scale bars represent 5mm.
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